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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加湿清浄装置であって、
　水を保存するように構成された水槽と、
　　前記水槽は、水を保存する水槽ボディと、ビジュアルボディとを備えてなり、
　　前記ビジュアルボディは、外部から内部を透視して見ることができる材質で形成され
てなり、かつ、前記水槽ボディの上方に離間して配置されてなり、
　前記水槽ボディの下方に配置されたウォータリングモータと、
　前記水槽に回転可能に配置され、前記ウォータリングモータと接続された、ウォータリ
ングハウジングと、
　　前記ウォータリングハウジングは、前記水槽に保存された水を上方へ汲み上げ又はポ
ンプ（揚げ水）するものであり、
　前記ビジュアルボディの内側面の方向に汲上水又は揚水を噴射するように構成されてな
り、前記ウォータリングハウジングの側面に配置された、ノズルと、
　前記水槽ボディと前記ビジュアルボディとの間に形成され、前記ビジュアルボディ内に
外部空気を流動する、エアーウォッシュ流入口と、及び、
　前記ビジュアルボディの上側に配置され、内部の空気を前記ビジュアルボディの外部に
吐出するエアー吐出口と、を備えてなり、
　前記エアーウォッシュ流入口を通過した空気は、前記ビジュアルボディの内側でインナ
ーストリームを形成し、
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　前記インナーストリームは、前記噴射された水と交差し、前記エアー吐出口を介して吐
出される、加湿清浄装置。
【請求項２】
　前記インナーストリームは、前記噴射された水の軌跡と交差するように形成される、請
求項１に記載の加湿清浄装置。
【請求項３】
　水の軌跡は、前記ノズルから前記ビジュアルボディの内面の外方向に形成され、及び、
　前記インナーストリームは、前記エアーウォッシュ流入口から前記エアー吐出口の上方
方向に形成される、請求項１に記載の加湿清浄装置。
【請求項４】
　アウターストリームは、上下（垂直）方向に形成される、請求項１に記載の加湿清浄装
置。
【請求項５】
　前記アウターストリームと前記インナーストリームとは相互に、同じ流動方向である、
請求項４に記載の加湿清浄装置。
【請求項６】
　前記エアーウォッシュ流入口は、前記アウターストリーム及び前記インナーストリーム
を連結するコネクトストリームを形成し、
　前記コネクトストリームは、前記アウターストリームの前記流動方向に対して０度～９
０度の夾角を形成する、請求項５に記載の加湿清浄装置。
【請求項７】
　前記エアーウォッシュ流入口の内側に配置された、水槽加湿媒体を更に備えてなり、
　前記水槽加湿媒体は、前記水槽に保存された水から離間して配置され、
　前記ウォータリングハウジングから噴射された水は、前記ビジュアルボディに当たった
後、下方へ流れ落ちて前記水槽加湿媒体を濡らす、請求項６に記載の加湿清浄装置。
【請求項８】
　前記水槽加湿媒体は、前記ビジュアルボディの下端に連結されてなり、
　前記水槽加湿媒体の下端は、前記水槽ボディの上端より低い、請求項７に記載の加湿清
浄装置。
【請求項９】
　前記ノズルは、前記エアーウォッシュ流入口より高く位置する、請求項１に記載の加湿
清浄装置。
【請求項１０】
　前記ウォータリングハウジングの前記ノズルは、前記ビジュアルボディを介して見るこ
とができる位置に配置される、請求項１に記載の加湿清浄装置。
【請求項１１】
　前記ビジュアルボディは、前記エアーウォッシュ流入口より高く位置する、請求項１に
記載の加湿清浄装置。
【請求項１２】
　前記エアー吐出口は、前記ビジュアルボディの上側に配置されてなり、
　前記インナーストリームは、前記ビジュアルボディの下側から上側に流動した後、前記
エアー吐出口に吐出される、請求項１に記載の加湿清浄装置。
【請求項１３】
　前記インナーストリームは、前記ビジュアルボディの内側面に沿って上方に流動する、
請求項１に記載の加湿清浄装置。
【請求項１４】
　前記ウォータリングハウジングが回転されるとき、前記ウォータリングハウジングから
噴射された水は、前記ビジュアルボディの内側面に噴射ラインを形成する、請求項１に記
載の加湿清浄装置。
【請求項１５】
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　水の軌跡は、前記ノズルから前記ビジュアルボディの内面の水平方向に形成され、及び
、
　前記インナーストリームは、前記エアーウォッシュ流入口から前記エアー吐出口の上下
（垂直）方向に形成される、請求項１に記載の加湿清浄装置。
【請求項１６】
　前記水槽の上部に配置されるトップカバーアセンブリを更に備えてなり、
　前記トップカバーアセンブリは、
　前記水槽に水を提供する給水流路と、
　前記エアー吐出口と前記ビジュアルボディとを連通する吐出流路と、を備えてなり、
　前記給水流路を介して供給された水の流動方向は、前記インナーストリームの流動方向
とは反対である、請求項１に記載の加湿清浄装置。
【請求項１７】
　複数の突起を更に備えてなり、
　前記複数の突起は、前記ウォータリングハウジングの側面の上部に配置されてなり、
　前記ウォータリングハウジングは、前記給水流路の下方に配置される、請求項１６に記
載の加湿清浄装置。
【請求項１８】
　前記複数の突起は、前記ノズルより高く位置する、請求項１７に記載の加湿清浄装置。
【請求項１９】
　ウォータリング羽根を更に備えてなり、
　前記ウォータリング羽根は、前記ウォータリングハウジングの外周面に突出し、かつ、
底面から上面に長く延びて、形成され、
　前記ウォータリング羽根は、前記ウォータリングの外周方向に傾斜してなる、請求項１
に記載の加湿清浄装置。
【請求項２０】
　飛散した水の軌跡は、前記インナーストリームと交差される、請求項１８に記載の加湿
清浄装置。
【請求項２１】
　前記エアーウォッシュ流入口に配置された、水槽加湿媒体を更に備えてなり、
　前記水槽加湿媒体は、前記水槽に保存された水と離間して配置され、及び、
　前記ウォータリングハウジングから噴射された水は、前記ビジュアルボディに当たった
後、下方へ流れ落ちて前記水槽加湿媒体を濡らす、請求項１に記載の加湿清浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、加湿清浄装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和装置は、空気の温度を制御するエアコン、空気の異物を除去して清浄度を維持
させる空気清浄器、空気中に水分を提供する加湿器、空気中の水分を除去する除湿機など
がある。
【０００３】
　従来の加湿器は、振動板で水を霧化させて空気中に吐出する振動式及び加湿フィルタで
自然蒸発させる自然蒸発式に区分される。
【０００４】
　前記自然蒸発式加湿器は、駆動力を利用してディスクを回転させ、空気中のディスク表
面で水が自然蒸発されるディスク式加湿器と、水で濡らした加湿媒体において流動する空
気により自然蒸発される加湿フィルタ式加湿器とに区分される。
【０００５】
　従来の加湿器は、加湿過程で流動する空気のうちの一部がフィルタでろ過された。
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【０００６】
　しかし、従来の加湿器は、湿度の低い季節にのみ使用され、空気清浄器は、加湿機能が
ないため、２つの製品を備えなければならないという問題点があった。
【０００７】
　また、従来の加湿器は、加湿機能が主な機能であり、空気を浄化する空気清浄機能は、
付加的な機能であるため、空気清浄機能が微弱な問題点があった。
【０００８】
　また、従来の加湿器または空気清浄器は、加湿または空気清浄を区分して別に作動させ
ることができないという問題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、加湿機能及び空気清浄機能を独立的に作動させることができる加湿清浄装置
を提供することにその目的がある。
【００１０】
　本発明は、加湿流路に結ばれた水滴をユーザが目で確認し、加湿がなされる状態を直観
的に確認できる加湿清浄装置を提供することにその目的がある。
【００１１】
　本発明は、様々な方法でレインビューを演出できる加湿清浄装置を提供することにその
目的がある。
【００１２】
　本発明は、ウォータリングのために供給される水のうちの一部を飛散させてレインビュ
ーを演出できる加湿清浄装置を提供することにその目的がある。
【００１３】
　本発明は、ウォータリングの際、噴射された水のうちの一部を、回転されるウォータリ
ング羽根を介して再度飛散させてレインビューを演出できる加湿清浄装置を提供すること
にその目的がある。
【００１４】
　本発明は、レインビューを演出する過程で陰イオンを生成させることができる加湿清浄
装置を提供することにその目的がある。
【００１５】
　本発明は、エアーウォッシュモジュール内部でウォータリングまたはレインビューが作
動されるとき、空気流動を最適化できる加湿清浄装置を提供することにその目的がある。
【００１６】
　本発明は、ウォータリング、加湿、レインビュー、上部給水が効果的に実現され得る加
湿清浄装置を提供することにその目的がある。
【００１７】
　本発明の課題は、以上で言及した課題に制限されず、言及されていないさらに他の課題
は、下記の記載から当業者に明確に理解され得るであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　 本発明に係る加湿清浄装置は、ウォータリング－加湿－レインビュー－上部給水のた
めの効率的な配置構造を提供する。
【００１９】
　本発明に係る加湿清浄装置は、水が保存される水槽と、前記水槽のうち、少なくとも一
部を形成し、外部から内部を透視して見ることができる材質で形成されたビジュアルボデ
ィと、前記水槽に配置され、前記水槽に保存された水を内部に吸入した後、上側に揚水し
、前記揚水された水を噴射するウォータリングハウジングと、前記ウォータリングハウジ
ングを回転させるウォータリングモータと、前記ウォータリングハウジングに配置され、
前記揚水された水が噴射される噴射口と、前記水槽に配置され、前記水槽外部の空気が内
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部に流動するエアーウォッシュ流入口と、前記水槽に配置され、前記水槽内部の空気が外
部に流動する吐出口とを備え、前記ウォータリングハウジングが回転されるとき、前記噴
射口から噴射された水は、所定の軌跡を形成し、前記ビジュアルボディ内側面に当たり、
前記エアーウォッシュ流入口を通過する前に前記水槽の外側で流動する空気は、アウター
メインストリームを形成し、前記エアーウォッシュ流入口を通過した空気は、前記水槽の
内部でインナーメインストリームを形成し、前記インナーメインストリームは、前記噴射
された水の軌跡を通過して前記吐出口に流動する。
【００２０】
　前記インナーメインストリームは、前記噴射された水の軌跡と交差するように形成され
ることができる。
【００２１】
　前記水の軌跡は、水平方向に形成され、前記インナーメインストリームは、上下方向に
形成されることができる。
【００２２】
　前記アウターメインストリームは、上下方向に形成されることができる。
【００２３】
　前記アウターメインストリームとインナーメインストリームとの流動方向は、同じ方向
に向かうように形成されることができる。
【００２４】
　前記エアーウォッシュ流入口は、前記アウターメインストリーム及びインナーメインス
トリームを連結するコネクトストリームを形成し、前記コネクトストリームは、前記アウ
ターメインストリームの流動方向に対して０度～９０度の夾角を形成できる。
【００２５】
　前記水槽の内部に配置され、前記エアーウォッシュ流入口をカバーする水槽加湿媒体を
さらに備え、前記水槽加湿媒体は、前記水槽に保存された水と離間し、前記噴射口から噴
射された水は、前記ビジュアルボディに当たった後、下方へ流れ落ちて前記水槽加湿媒体
を濡らし、前記コネクトストリームは、前記水槽加湿媒体を通過しながら加湿されること
ができる。
【００２６】
　前記水の軌跡は、前記エアーウォッシュ流入口より高く位置し得る。
【００２７】
　前記噴射口は、前記ビジュアルボディを介して見ることができる位置に配置されること
ができる。
【００２８】
　前記ビジュアルボディは、前記エアーウォッシュ流入口より高く位置し得る。
【００２９】
　前記吐出口は、前記エアーウォッシュ流入口の上部に配置され、前記メインストリーム
は、下側から上側に流動した後、前記吐出口に吐出されることができる。
【００３０】
　前記メインストリームは、前記ビジュアルボディの内側面に沿って流動することができ
る。
【００３１】
　前記ウォータリングハウジングが回転されるとき、前記噴射口から噴射された水は、前
記ビジュアルボディの内側面に噴射ラインを形成できる。
【００３２】
　前記噴射口から噴射された水の軌跡は、前記水槽の内側から外側に向かうように形成さ
れ、前記エアーウォッシュ流入口を通過する空気の流動方向は、前記水槽の外側から内側
に向かうように形成されることができる。
【００３３】
　前記水槽の上部に配置されるトップカバーアセンブリをさらに備え、前記トップカバー
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アセンブリは、前記水槽に水を提供する給水流路と、前記メインストリームに沿って流動
した空気を吐出させる吐出流路とを備え、前記給水流路を介して供給された水の流動方向
と前記メインストリームの流動方向とは反対に形成されることができる。
【００３４】
　前記給水流路を介して供給された水は、前記ウォータリングハウジングの上部に落下し
、前記ウォータリングハウジングが回転されるとき、前記落下した水は、所定の軌跡を形
成し、前記ビジュアルボディの内側面に当たり、前記メインストリームは、前記落下した
水の軌跡を通過して前記吐出口に流動することができる。
【００３５】
　前記落下した水の軌跡は、前記噴射された水の軌跡より高く位置し得る。
【００３６】
　前記ウォータリングハウジングの外側に配置されたウォータリング羽根をさらに備え、
前記ウォータリングハウジングが回転されるとき、前記噴射された水または前記落下した
水のうち、少なくともいずれか１つは、前記ウォータリング羽根に当たって飛散すること
ができる。
【００３７】
　前記飛散した水の軌跡は、前記インナーメインストリームと交差されることができる。
【００３８】
　前記水槽の内部に配置され、前記エアーウォッシュ流入口をカバーする水槽加湿媒体を
さらに備え、前記水槽加湿媒体は、前記水槽に保存された水と離間し、前記噴射口から噴
射された水は、前記ビジュアルボディに当たった後、下方へ流れ落ちて前記水槽加湿媒体
を濡らすことができる。
【発明の効果】
【００３９】
　本発明に係る加湿清浄装置は、次のような効果が１つあるいはそれ以上ある。
【００４０】
　第１に、様々な方法でレインビューを演出できるという長所がある。
【００４１】
　第２に、ウォータリングまたはレインビューが作動されるとき、エアーウォッシュモジ
ュールの周りの空気流動を最適化して、空気の流動抵抗を最小化できるという長所がある
。
【００４２】
　第３に、ウォータリングのための構成、加湿のための構成、レインビューのための構成
、及び上部給水のための構成が順次積層されるので、各機能等が有機的に連結されて作動
されるという長所がある。
【００４３】
　第４に、コネクタストリームの方向切換を最小化して、エアーウォッシュ流入口に流入
する空気の流動抵抗を最小化できるという長所がある。
【００４４】
　第５に、吐出ストリームの方向切換を最小化して、吐出流路に吐出される空気の流動抵
抗を最小化できるという長所がある。
【００４５】
　本発明の効果は、以上で言及した効果に制限されず、言及されていないさらに他の効果
は、請求の範囲の記載から当業者に明確に理解され得るであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る加湿清浄装置の斜視図である。
【図２】図１の分解斜視図である。
【図３】図１の分解正面図である。
【図４】図３の分解断面図である。
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【図５】本発明の第１の実施形態に係る加湿清浄装置の空気流れが示された例示図である
。
【図６】図２に示されたエアーウォッシュモジュールからトップカバーアセンブリが分離
された斜視図である。
【図７】図６に示されたトップカバーアセンブリ及び吐出加湿媒体ハウジングの分離斜視
図である。
【図８】図４に示されたエアーウォッシュモジュールの断面図である。
【図９】図８に示されたＧの拡大図である。
【図１０】図４に示されたウォータリングハウジングの設置状態が示された斜視図である
。
【図１１】図１０の正面図である。
【図１２】図１１のＭ－Ｍに沿って切断された断面図である。
【図１３】図１２の平面図である。
【図１４】図１０に示されたウォータリングハウジングの分解斜視図である。
【図１５】図１４の下側から見た斜視図である。
【図１６】図１４の正面図である。
【図１７】図１４のＮ－Ｎに沿って切断された断面図である。
【図１８】図７に示された吐出加湿媒体ハウジングの斜視図である。
【図１９】図１８の下側から見た斜視図である。
【図２０】図１８の正面図である。
【図２１】図２０のＡ－Ａに沿って切断された断面図である。
【図２２】図２１のＢが示された拡大図である。
【図２３】図１８のＣが示された拡大図である。
【図２４】図１８の分解斜視図である。
【図２５】図２４の下側から見た斜視図である。
【図２６】図２４の正面図である。
【図２７】図２６のＥ－Ｅに沿って切断された断面図である。
【図２８】図２４のＤが示された拡大図である。
【図２９】図２７のＦが示された拡大図である。
【図３０】噴射口を介しての噴射ラインが表示された例示図である。
【図３１】エアーウォッシュモジュールの空気流動が示された例示図である。
【図３２】第２－１の噴射口を介して噴射された水の軌跡が示された例示図である。
【図３３】第２－２の噴射口を介して噴射された水の軌跡が示された例示図である。
【図３４】上部給水の際、ウォータリングハウジングによる水の軌跡が示された例示図で
ある。
【図３５】上部給水の際、ウォータリング羽根による水の軌跡が示された例示図である。
【発明を実施するための形態】
【００４７】
　　本発明の利点及び特徴、そして、それらを達成する方法は、添付される図面とともに
詳細に後述されている実施形態を参照すれば明確になるであろう。しかし、本発明は、以
下において開示される実施形態等に限定されるものではなく、互いに異なる様々な形態で
実現されることができ、ただし、本実施形態等は、本発明の開示が完全なようにし、本発
明の属する技術分野における通常の知識を有する者に発明の範疇を完全に知らせるために
提供されるものであり、本発明は、請求項の範疇により定義されるだけである。明細書全
体にわたって同一参照符号は、同一構成要素を指す。
【００４８】
　　以下、本発明の実施形態を添付された図面を参照して詳細に説明する。
【００４９】
　　図１は、本発明の第１の実施形態に係る加湿清浄装置の斜視図であり、図２は、図１
の分解斜視図であり、図３は、図１の分解正面図であり、図４は、図３の分解断面図であ
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り、図５は、本発明の第１の実施形態に係る加湿清浄装置の空気流れが示された例示図で
ある。
【００５０】
　　本実施形態に係る加湿清浄装置は、エアークリーンモジュール１００及び前記エアー
クリーンモジュール１００上側に据え置かれるエアーウォッシュモジュール２００を備え
る。
【００５１】
　　前記エアークリーンモジュール１００は、外部空気を吸入した後にろ過し、ろ過空気
を前記エアーウォッシュモジュール２００に提供する。前記エアーウォッシュモジュール
２００は、前記ろ過空気の供給を受けて水分を提供する加湿を行い、加湿空気を外部に吐
出する。
【００５２】
　　前記エアーウォッシュモジュール２００は、水が保存される水槽３００を備える。前
記水槽３００は、前記エアーウォッシュモジュール２００が分離されるとき、前記エアー
クリーンモジュール１００から分離可能である。前記エアーウォッシュモジュール２００
は、エアークリーンモジュール１００上に据え置かれる。
【００５３】
　　ユーザは、前記エアーウォッシュモジュール２００をエアークリーンモジュール１０
０から分離することができ、分離されたエアーウォッシュモジュール２００を掃除するこ
とができる。ユーザは、エアーウォッシュモジュール２００が分離されたエアークリーン
モジュール１００内部を掃除することもできる。前記エアーウォッシュモジュール２００
が分離された場合、前記エアークリーンモジュール１００の上面がユーザに開放される。
【００５４】
　　前記エアークリーンモジュール１００は、後述するフィルタアセンブリ１０を備え、
ベースボディ１１０からフィルタアセンブリ１０を分離した後、掃除することができる。
【００５５】
　　ユーザは、前記エアーウォッシュモジュール２００に水を供給できる。前記エアーウ
ォッシュモジュール２００には、外部から前記水槽３００へ水を供給できる給水流路１０
９が形成される。
【００５６】
　　前記給水流路１０９は、空気が吐出される吐出流路１０７と分離されて構成される。
前記給水流路１０９は、いつでも前記水槽に水を供給できるように構成される。例えば、
前記エアーウォッシュモジュール２００が作動中であるときにも給水流路を介して水を供
給できる。例えば、前記エアーウォッシュモジュール２００がエアークリーンモジュール
１００に結合された状態でも給水流路を介して水を供給できる。例えば、前記エアーウォ
ッシュモジュール２００がエアークリーンモジュール１００から分離される状態であると
きにも給水流路を介して水を供給できる。
【００５７】
　　前記エアークリーンモジュール１００及びエアーウォッシュモジュール２００は、連
結流路１０３を介して連結される。前記エアーウォッシュモジュール２００が分離可能で
あるため、前記連結流路１０３は、エアークリーンモジュール１００及びエアーウォッシ
ュモジュール２００に分散されて配置される。前記エアーウォッシュモジュール２００が
エアークリーンモジュール１００に据え置かれるとき、初めてエアーウォッシュモジュー
ル２００の流路とエアークリーンモジュール１００の流路とが連結流路１０３を介して互
いに連通される。
【００５８】
　　前記エアークリーンモジュール１００に形成された連結流路をクリーン連結流路１０
４と定義し、前記エアーウォッシュモジュール２００に形成された連結流路を加湿連結流
路１０５と定義する。
【００５９】
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　　前記エアークリーンモジュール１００及びエアーウォッシュモジュール２００を通過
する空気の流動は、より詳細に後述する。
【００６０】
　　以下、エアークリーンモジュール１００及びエアーウォッシュモジュール２００につ
いてより詳細に説明する。
【００６１】
　　前記エアークリーンモジュール１００は、ベースボディ１１０と、前記ベースボディ
１１０に配置され、空気をろ過させるフィルタアセンブリ１０と、前記ベースボディ１１
０に配置され、空気を流動させる送風ユニット２０とを備える。
【００６２】
　　前記エアーウォッシュモジュール２００は、加湿のための水が保存され、前記エアー
クリーンモジュール１００に分離可能に据え置かれる水槽３００と、前記水槽３００に配
置され、前記水槽３００内部に配置され、前記水槽の水を噴射するウォータリングユニッ
ト４００と、前記ウォータリングユニット４００から噴射された水により濡らされ、流動
する空気に水分を提供する加湿媒体５０と、前記水槽３００に結合され、内部を見ること
ができる材質で形成されたビジュアルボディ２１０と、前記ビジュアルボディ２１０に分
離可能に据え置かれ、空気が吐出される吐出流路１０７及び水が供給される給水流路１０
９が形成されたトップカバーアセンブリ２３０とを備える。
【００６３】
　　前記エアークリーンモジュール１００には、吸入流路１０１、ろ過流路１０２、送風
流路１０８、クリーン連結流路１０４が配置される。前記吸入流路１０１を介して吸入さ
れた空気は、ろ過流路１０２、送風流路１０８を経てクリーン流路１０４に流動する。
【００６４】
　　前記エアーウォッシュモジュール２００は、加湿連結流路１０５、加湿流路１０６、
吐出流路１０７、及び給水流路１０９が配置される。
【００６５】
　　前記エアークリーンモジュール１００のクリーン連結流路１０４及びエアーウォッシ
ュモジュール２００の加湿連結流路１０５は、エアーウォッシュモジュール２００がエア
ークリーンモジュール１００に据え置かれるとき、初めて連結される。
【００６６】
　　前記エアーウォッシュモジュール２００の加湿連結流路１０５を介して供給されたろ
過空気は、加湿流路１０６及び吐出流路１０７を経て室内に吐出される。前記給水流路１
０９は、加湿流路１０６と連通されるが、空気は吐出させず、水のみ給水され得る構造で
製作される。
【００６７】
　　まず、エアークリーンモジュール１００の各構成について説明する。
【００６８】
　　前記ベースボディ１１０は、アッパーボディ１２０及びロアボディ１３０で構成され
る。前記ロアボディ１３０上側に前記アッパーボディ１２０が積層され、前記アッパーボ
ディ１２０及びロアボディ１３０は組み立てられる。
【００６９】
　　前記ベースボディ１１０内部に空気が流動する。
【００７０】
　　前記ロアボディ１３０に吸入流路１０１、ろ過流路１０２、及び送風流路１０８が配
置され、前記吸入流路１０１、ろ過流路１０２、及び送風流路１０８を形成させる構造物
等が配置される。
【００７１】
　　前記アッパーボディ１２０に連結流路１０３の一部が配置され、ろ過された空気を前
記エアーウォッシュモジュール２００に案内するための構造物等及びエアーウォッシュモ
ジュール２００を据え置くための構造物等が配置される。
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【００７２】
　　前記ベースボディ１１０は、外形を形成し、下側面に吸入口１１１が形成されたロア
ボディ１３０と、外形を形成し、前記ロアボディ１３０上側に結合されるアッパーボディ
１２０とを備える。
【００７３】
　　前記フィルタアセンブリ１０は、前記ベースボディ１１０から脱着可能に組み立てら
れる。
【００７４】
　　前記フィルタアセンブリ１０は、ろ過流路１０２を提供し、外部空気に対してフィル
タリングを行う。前記フィルタアセンブリ１０は、前記ベースボディ１１０に対して水平
方向に脱着可能な構造である。前記フィルタアセンブリ１０は、垂直方向を逆らって流動
する空気の流動方向に対して交差するように配置される。前記フィルタアセンブリ１０は
、水平方向にスライド移動され、垂直方向上側に流動する空気に対してろ過を行う。前記
フィルタアセンブリ１０は、水平に配置され、上下方向にろ過流路１０２を形成する。
【００７５】
　　前記フィルタアセンブリ１０は、前記ベースボディ１１０に対して水平方向に摺動さ
れることができる。
【００７６】
　　前記フィルタアセンブリ１０は、前記ロアボディ１３０内部に配置され、ろ過流路１
０２を形成するフィルタハウジング１１と、前記フィルタハウジング１１に分離可能に結
合され、前記ろ過流路１０２を通過する空気に対してろ過を行うフィルタ１４とを備える
。
【００７７】
　　前記フィルタハウジング１２は、下側が吸入流路１０１と連通され、上側が送風流路
１０８と連通される。前記吸入流路１０１を介して吸入された空気は、ろ過流路１０２を
経て送風流路１０８に流動する。
【００７８】
　　前記フィルタハウジング１２は、前記ろ過流路１０２と交差する方向に一側が開口す
る。前記フィルタハウジング１２の開口面を介して前記フィルタ１４が分離可能に結合さ
れ得る。前記フィルタハウジング１２の開口面は、側方向に形成される。前記フィルタハ
ウジング１２の開口面は、ロアボディ１３０の外側面に配置される。これにより、前記フ
ィルタ１４は、前記ロアボディ１３０の側面を介して挿入され、フィルタハウジング１２
内部に位置する。前記フィルタ１４は、前記ろ過流路１０２と交差するように配置され、
前記ろ過流路１０２を通過する空気に対してろ過を行う。
【００７９】
　　前記フィルタ１４は、印加された電源を帯電させて空気中の異物を捕集する電気集塵
フィルタでありうる。前記フィルタ１４は、ろ過材を介して空気中の異物を捕集する材質
で形成されることができる。前記フィルタ１４は、様々な構造が配置され得る。前記フィ
ルタ１４のろ過方式またはフィルタのろ過材によって本発明の権利が制限されない。
【００８０】
　　前記ろ過流路１０２は、加湿清浄装置の主な流動方向と同じ方向に配置される。本実
施形態において前記ろ過流路１０２は、上下方向に配置され、重力反対方向に空気を流動
させる。すなわち、前記加湿清浄装置の主な流動方向は、下側から上側に向かうように形
成される。
【００８１】
　　前記フィルタハウジング１２の上側に送風ユニット２０が配置される。
【００８２】
　　前記フィルタハウジング１２の上側面は、開口して形成され、前記ろ過流路１０２を
通過した空気は、前記送風ユニット２０に流動する。
【００８３】
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　　前記送風ユニット２０は、空気の流動を生成させる。前記送風ユニット２０は、前記
ベースボディ１１０内部に配置され、下側から上側に空気を流動させる。
【００８４】
　　前記送風ユニット２０は、送風ハウジング１５０、送風モータ２２、及び送風ファン
２４で構成される。本実施形態において前記送風モータ２２が上側に配置され、送風ファ
ン２４が下側に配置される。前記送風モータ２２のモータ軸が下方に向かって設けられ、
前記送風ファン２４と組み立てられる。
【００８５】
　　前記送風ハウジング１５０は、前記ベースボディ１１０内部に配置される。前記送風
ハウジング１５０は、流動する空気の流路を提供する。前記送風ハウジング１５０に前記
送風モータ２２及び送風ファン２４が配置される。
【００８６】
　　前記送風ハウジング１５０は、前記フィルタアセンブリ１０上側に配置され、前記ア
ッパーボディ１２０下側に配置される。
【００８７】
　　前記送風ハウジング１５０は、内部に送風流路１０８を形成させる。前記送風流路１
０８に前記送風ファン２４が配置される。前記送風流路１０８は、ろ過流路１０２及びク
リーン連結流路１０４を連結させる。
【００８８】
　　前記送風ファン２４は、遠心ファンであって、下側で空気を吸入した後、半径方向外
側に空気を吐出させる。前記送風ファン２４は、半径方向外側及び上側に空気を吐出させ
る。前記送風ファン２４は、外側端が半径方向上側に向かうように形成される。
【００８９】
　　前記送風モータ２２は、流動する空気との接触を最小化させるために、前記送風ファ
ン２４の上側に配置される。前記送風モータ２２は、送風ファン２４により囲まれて設け
られる。前記送風モータ２２は、前記送風ファン２４による空気流路上に位置せず、送風
ファン２４により流動する空気と抵抗を発生させない。
【００９０】
　　前記アッパーボディ１２０は、ベースボディ１１０の外形を形成し、ロアボディ１３
０と結合されるアッパーアウターボディ１２８と、前記アッパーアウターボディ１２８の
内側に配置され、前記水槽３００が挿入され、連結流路１０３を提供するアッパーインナ
ーボディ１４０と、前記アッパーインナーボディ１４０及びアッパーアウターボディ１２
８を結合させ、空気を前記水槽３００に案内するエアーガイド１７０とを備える。
【００９１】
　　前記アッパーボディ１２０は、連結流路及び水槽挿入空間を分離して配置するので、
水槽３００の水が連結流路に流入することを最小化できる。特に、アッパーインナーボデ
ィを介して仕切られて連結流路が水が保存される空間の外側に配置されるので、水が連結
流路に流入することを抑制できる。
【００９２】
　　前記アッパーインナーボディ１４０は、上側が開口して形成され、前記水槽３００が
挿入される。前記アッパーインナーボディ１４０は、ろ過空気が流入するクリーン連結流
路１０４のうちの一部を形成する。
【００９３】
　　前記アッパーインナーボディ１４０は、エアーウォッシュ流入口３１と対応するアッ
パー流入口１２１が形成される。前記アッパー流入口１２１は、必須構成要素ではない。
アッパーボディ１２０が前記エアーウォッシュ流入口３１を連結流路１０３に露出させる
形状であれば、それで十分である。
【００９４】
　　前記エアーガイド１７０は、クリーン連結流路１０４を介して供給された空気を前記
アッパー流入口１２１に案内する。前記エアーガイド１７０は、ベースボディ１１０の外
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側に沿って上昇された空気を内側に集める。前記エアーガイド１７０は、下側から上側に
流動する空気の流動方向を切り換える。ただし、前記エアーガイド１７０は、空気の流動
方向を切り換えるものの、その角度を最小化させて空気の流動抵抗を最小化させる。
【００９５】
　　前記エアーガイド１７０は、アッパーインナーボディ１４０の外側を３６０度囲むよ
うに形成される。前記エアーガイド１７０は、３６０度全方向に対して空気を前記水槽３
００に案内する。前記エアーガイド１７０は、ロアボディ１３０の外側に沿って案内され
た空気を内側に集めて水槽３００に供給する。このような構造により前記水槽３００に供
給される空気の流量を十分確保できる。
【００９６】
　　これにより、前記エアーガイド１７０は、空気の流動方向に形成された案内部１７２
と、前記案内部１７２と連結され、案内された空気の流動方向を切り換える切換部１７４
とを備える。
【００９７】
　　前記エアーガイド１７０は、連結流路１０３を形成する。
【００９８】
　　前記案内部１７２は、ろ過流路１０２と略同じ方向に形成され、本実施形態では、上
下方向に形成される。前記切換部１７４は、前記ろ過流路１０２と交差する方向に形成さ
れ、本実施形態では、略水平方向に形成される。
【００９９】
　　前記切換部１７４は、エアーガイド１７０の上側に形成される。前記切換部１７２は
、案内部１７２と曲面に連結されることが好ましい。
【０１００】
　　前記切換部１７４が水平方向に形成されても、前記連結流路１０３を通過する空気は
、略傾斜した上側方向に流動する。前記連結流路１０３及びろ過流路１０２の転流角を直
進方向と類似して形成し、空気の流動抵抗を低減できる。
【０１０１】
　　前記案内部１７２の下端が前記アッパーアウターボディ１２８に固定される。前記切
換部１７４の上側端が前記アッパーインナーボディ１４０に固定される。
【０１０２】
　　前記アッパーインナーボディ１４０外側に前記クリーン連結流路１０４のうちの一部
が形成される。前記エアーガイド１７０がクリーン連結流路１０４のうちの一部を形成す
る。前記クリーン連結流路１０４を通過した空気は、アッパー流入口１２１及びエアーウ
ォッシュ流入口３１を介して水槽３００内部に流動する。
【０１０３】
　　前記アッパーインナーボディ１４０は、全体的にバスケット状である。前記アッパー
インナーボディ１４０は、平断面が円形に形成され、前記クリーン連結流路１０４は、３
６０度全方向に形成される。
【０１０４】
　　前記エアーガイド１７０は、ろ過空気を前記クリーン連結流路１０４に案内するため
の構成であり、実施形態によって含まれないこともある。前記エアーガイド１７０は、ア
ッパーインナーボディ１４０またはアッパーアウターボディ１２８を結合させる。
【０１０５】
　　前記エアーガイド１７０は、前記アッパーインナーボディ１４０を囲むように形成さ
れる。特に、前記エアーガイド１７０は、アッパー流入口１２１を囲むように形成され、
前記アッパー流入口１２１にろ過空気を案内する。平面から見るとき、前記エアーガイド
１７０は、ドーナッツ状である。
【０１０６】
　　本実施形態において前記エアーガイド１７０の上端は、前記アッパーインナーボディ
１４０の上端に密着される。
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【０１０７】
　　平面から見るとき、前記エアーガイド１７０の上側面と前記アッパーインナーボディ
１４０の上側面とが一致する。本実施形態において前記アッパーインナーボディ１４０の
上端には、前記エアーガイド１７０と結合または密着されるアッパーインナーボディリン
グ１２６が形成される。
【０１０８】
　　前記アッパーインナーボディ１４０及びアッパーインナーボディリング１２６を連結
するインナーボディ延長部１４８が形成される。前記インナーボディ延長部１４８は、複
数個が配置される。前記インナーボディ延長部１４８及びアッパーインナーボディリング
１２６間にアッパー流入口１２１が形成される。
【０１０９】
　　前記インナーボディ延長部１４８は、水槽ボディ延長部３８０と対応する。前記水槽
３００の据え置きの際、前記インナーボディ延長部１４８の内側に水槽ボディ延長部３８
０が位置する。前記インナーボディ延長部１４８及び水槽ボディ延長部３８０は、内外に
重なる。
【０１１０】
　　前記エアーガイド１７０の上端は、前記アッパーインナーボディリング１２６と密着
または結合される。前記エアーガイド１７０の下端は、アッパーアウターボディ１２８と
密着または結合される。
【０１１１】
　　これにより、前記アッパーインナーボディ１４０及びアッパーアウターボディ１２８
間のクリーン連結流路１０４を介して流動する空気は、アッパー流入口１２１に案内され
る。
【０１１２】
　　前記アッパーインナーボディリング１２６の直径と前記エアーガイド１７０上端の直
径とが一致するか、類似している。前記エアーガイド１７０及びアッパーインナーボディ
リング１２６が密着されてろ過空気の漏れを防止する。前記アッパーインナーボディリン
グ１２６は、エアーガイド１７０の内側に配置される。
【０１１３】
　　前記アッパーアウターボディ１２８に取っ手１２９が形成され得る。前記アッパーボ
ディ１２０にエアーウォッシュモジュール２００が据え置かれるところ、前記取っ手１２
９を介して加湿清浄装置全体を持ち上げることができる。
【０１１４】
　　前記アッパーインナーボディ１４０は、水槽３００が挿入され得るように内部に水槽
挿入空間１２５が形成される。
【０１１５】
　　前記アッパー流入口１２１を基準に外側にクリーン連結流路１０４が配置され、内側
に水槽挿入空間１２５が配置される。前記クリーン連結流路１０４に沿って流動した空気
は、アッパー流入口１２１を通過する。前記水槽３００が水槽挿入空間１２５に据え置か
れた場合、前記アッパー流入口１２１を通過したろ過空気は、水槽３００内部に流入する
。
【０１１６】
　　一方、アッパーボディ１２０の上側にアウタービジュアルボディ２１４が結合される
。
【０１１７】
　　前記アウタービジュアルボディ２１４は、ビジュアルボディ２１０の構成であるが、
本実施形態では、アッパーボディ１２０に固定される。本実施形態とは異なり、前記アウ
タービジュアルボディ２１４は、エアーウォッシュモジュール２００に固定されても構わ
ない。本実施形態とは異なり、前記アウタービジュアルボディ２１４は、削除可能な構成
である。
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【０１１８】
　　前記アウタービジュアルボディ２１４は、アッパーボディ１２０に固定される。本実
施形態において前記アウタービジュアルボディ２１４は、アッパーアウターボディ１２８
に結合される。前記アウタービジュアルボディ２１４は、アッパーアウターボディ１２８
の外側面が連続した面を形成する。
【０１１９】
　　アウタービジュアルボディ２１４は、内部を透視できる材質で形成される。前記アウ
タービジュアルボディ２１４は、透明であるか、半透明な材質で形成され得る。
【０１２０】
　　前記エアークリーンモジュール１００またはエアーウォッシュモジュール２００のう
ち、少なくともいずれか１つに作動状態をユーザに表示するディスプレイモジュール１６
０が配置され得る。本実施形態では、前記ベースボディ１１０に加湿清浄装置の作動状態
をユーザに表示するディスプレイモジュール１６０が設けられる。
【０１２１】
　　前記アウタービジュアルボディ２１４内側にディスプレイモジュール１６０が配置さ
れる。前記ディスプレイモジュール１６０は、アウタービジュアルボディ２１４の内側面
に密着されるように配置される。前記ディスプレイモジュール１６０は、平面から見ると
き、ドーナッツ状である。前記ディスプレイモジュール１６０の内側に前記水槽３００が
挿入される。
【０１２２】
　　前記ディスプレイモジュール１６０は、アウタービジュアルボディ２１４に支持され
る。前記ディスプレイモジュール１６０の内側縁は、アッパーインナーボディリング１２
６に支持される。前記ディスプレイモジュール１６０は、エアーガイド１７０上側に位置
する。前記ディスプレイモジュール１６０は、コネクタ２６０と一体に製作されることが
できる。
【０１２３】
　　前記ディスプレイモジュール１６０は、エアーガイド１７０上側に位置する。前記デ
ィスプレイモジュール１６０は、アッパーアウターボディ１２８及びアッパーインナーボ
ディ１４０間に配置されることができる。前記ディスプレイモジュール１６０は、ユーザ
がアッパーアウターボディ１２８及びアッパーインナーボディ１４０間を見ることができ
ないようにカバーする。特に、前記アッパーアウターボディ１２８及びアッパーインナー
ボディ１４０間に水が浸透することを遮断するために、前記ディスプレイモジュール１６
０の内側及び外側はシーリングされることが好ましい。
【０１２４】
　　前記ディスプレイモジュール１６０の内側は、アッパーインナーボディ１４０に支持
され、外側は、アウタービジュアルボディ２１８に支持される。
【０１２５】
　　本実施形態において前記ディスプレイモジュール１６０はリング形状に形成される。
本実施形態とは異なり、前記ディスプレイモジュール１６０は、弧形状に形成されること
ができる。前記ディスプレイモジュール１６０の表面は、光を反射できる材質で形成され
るか、光を反射できる材質がコーティングされる。
【０１２６】
　　これにより、前記ビジュアルボディ２１０に水が結ばれる場合、ビジュアルボディ２
１０に結ばれた水がディスプレイモジュール１６０表面に投影されたり、反射されること
ができる。前記ビジュアルボディ２１０で結ばれた水が流れ落ちる場合、前記ディスプレ
イモジュール１６０にも同じ効果が表れる。
【０１２７】
　　このような効果は、ユーザに視覚的な刺激を与え、加湿がなされていることをユーザ
が直観的に認知できる。前記ディスプレイモジュール１６０に投影された水滴イメージは
、ユーザに清涼感を与える感性的効果だけでなく、加湿状態を分かることができる機能的
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効果もある。
【０１２８】
　　前記ディスプレイモジュール１６０の上側面は、傾斜して形成される。前記ディスプ
レイモジュール１６０は、ユーザ側に傾斜して形成される。これにより、内側が高く、外
側が低く形成される。
【０１２９】
　　次に、エアーウォッシュモジュール２００の各構成について説明する。
【０１３０】
　　前記エアーウォッシュモジュール２００は、ろ過空気に対して加湿を提供する。前記
エアーウォッシュモジュール２００は、加湿流路１０６でレインビューを実現することが
できる。前記エアーウォッシュモジュール２００は、水槽３００の水を噴射し、これを循
環させる。前記エアーウォッシュモジュール２００は、水を小さな大きさの液滴に変換さ
せ、飛散した液滴を介してろ過空気を再度洗い落とす。飛散した水滴を介してろ過空気を
ウォッシング（ｗａｓｈｉｎｇ）するとき、加湿及びろ過が再度なされる。
【０１３１】
　　前記エアーウォッシュモジュール２００は、加湿連結流路１０５、加湿流路１０６、
吐出流路１０７、及び給水流路１０９を備える。
【０１３２】
　　前記エアーウォッシュモジュール２００は、水槽３００、ウォータリングユニット４
００、加湿媒体５０、ビジュアルボディ２１０、トップカバーアセンブリ２３０、及びハ
ンドル１８０を備える。
【０１３３】
　　前記ハンドル１８０は、ビジュアルボディ２１０に結合され、前記ビジュアルボディ
２１０で回転され、前記ビジュアルボディ２１０に収納される。前記ハンドル１８０を介
してエアーウォッシュモジュール２００のみを簡便に持ち上げることができ、前記エアー
クリーンモジュール１００から分離することができる。
【０１３４】
　　前記加湿連結流路１０５は、水槽３００の外側に配置され、前記水槽３００の内部に
空気を案内することができる。前記加湿連結流路１０５は、ビジュアルボディ２１０の外
側に配置され、前記ビジュアルボディ２１０の内部に空気を案内することができる。
【０１３５】
　　前記加湿連結流路１０５は、水槽３００またはビジュアルボディ２１０のうち、少な
くともいずれか１つの外側に配置され、水槽３００またはビジュアルボディ２１０のうち
、いずれか１つの内部に空気を案内することができる。
【０１３６】
　　前記吐出流路１０７は、トップカバーアセンブリ２３０及びビジュアルボディ２１０
の間に配置されることができる。前記吐出流路１０７は、トップカバーアセンブリ２３０
またはビジュアルボディ２１０のうち、少なくともいずれか１つに配置されることができ
る。
【０１３７】
　　本実施形態では、トップカバーアセンブリ２３０の外側縁に吐出流路１０７が形成さ
れ、前記トップカバーアセンブリ２３０の内側中央に給水流路１０９が配置される。
【０１３８】
　　本実施形態に係る加湿清浄装置は、前記エアークリーンモジュール１００に電源が連
結され、前記エアーウォッシュモジュール２００は、前記エアークリーンモジュール１０
０を介して電源の供給を受ける。
【０１３９】
　　前記エアーウォッシュモジュール２００が前記エアークリーンモジュール１００に対
して分離可能な構造であるから、前記エアークリーンモジュール１００及びエアーウォッ
シュモジュール２００は、分離可能な電源供給構造が備えられる。
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【０１４０】
　　前記エアークリーンモジュール１００及びエアーウォッシュモジュール２００は、前
記アッパーボディ１２０を介して分離可能に組み立てられるので、前記アッパーボディ１
２０には、前記エアーウォッシュモジュール２００に電源を提供するコネクタ２６０が配
置される。
【０１４１】
　　前記エアーウォッシュモジュール２００のトップカバーアセンブリ２３０は、電源を
必要とする操作部及びディスプレイが配置される。前記エアーウォッシュモジュール２０
０には、前記コネクタ２６０と分離可能に連結されるトップコネクタ２７０が配置される
。前記トップコネクタ２７０は、トップカバーアセンブリ２３０に配置される。
【０１４２】
　　本実施形態では、前記トップカバーアセンブリ２３０を分離できるので、ビジュアル
ボディ２１０の内側面または水槽３００の内側面を簡便に掃除することができる。
【０１４３】
　　前記トップカバーアセンブリ２３０は、内側に給水流路１０９が形成され、ビジュア
ルボディ２１０との間に吐出流路１０７を形成させる。前記トップカバーアセンブリ２３
０は、前記ビジュアルボディ２１０に対して分離可能に設けられる。前記トップカバーア
センブリ２３０は、コネクタ２６０と電気的に連結されるトップコネクタ２７０が配置さ
れる。
【０１４４】
　　前記トップカバーアセンブリ２３０が据え置かれるとき、トップコネクタ２７０がコ
ネクタ２６０上側に据え置かれる。前記トップカバーアセンブリ２３０は、前記トップコ
ネクタ２７０を介して前記コネクタ２６０から電気の供給を受ける。
【０１４５】
　　前記給水流路１０９の周りには、前記水槽３００の水位を表示する水位表示部（図示
せず）が配置される。これにより、ユーザは、水を給水するとき、見えない水槽３００の
水位がある程度満たされたかを確認することができる。このように、ユーザが水を給水す
る動線上に水位表示部を配置することにより、ユーザが水を過度に供給することを防止で
き、水槽３００から水が溢れることを防止できる。
【０１４６】
　　前記水位表示部は、前記トップカバーアセンブリ２３０に配置される。前記トップコ
ネクタ２７０及びコネクタ２６０の分離可能な電源供給構造は、上部給水を効果的に構成
できるようにする。
【０１４７】
　　前記水槽３００は、前記アッパーボディ１２０に分離可能に据え置かれる。前記ウォ
ータリングユニット４００は、前記水槽３００内部に配置され、前記水槽３００内部で回
転される。
【０１４８】
　　前記水槽３００は、水が保存される水槽ボディ３２０と、前記水槽ボディ３２０の側
面に形成されたエアーウォッシュ流入口３１と、前記水槽ボディ３２０から上側へ延びて
形成され、前記ビジュアルボディ２１０に結合される水槽ボディ延長部３８０とを備える
。
【０１４９】
　　本実施形態において前記水槽ボディ３２０は、上側が開口した円筒形に形成される。
本実施形態とは異なり、前記水槽ボディ３２０は、様々な形状に形成されることができる
。
【０１５０】
　　前記水槽ボディ延長部３８０は、前記水槽３００から上側へ延びて形成される。前記
水槽ボディ延長部３８０は、前記エアーウォッシュ流入口３１を形成させる。前記水槽ボ
ディ延長部３８０間に前記エアーウォッシュ流入口３１が形成される。
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【０１５１】
　　前記エアーウォッシュ流入口３１は、水槽ボディ３２０の側面に形成される。前記エ
アーウォッシュ流入口３１は、水槽ボディ３２０に対して３６０度全方向に形成される。
前記エアーウォッシュ流入口３１は、加湿連結流路１０５と連通される。
【０１５２】
　　前記水槽ボディ延長部３８０は、前記ビジュアルボディ２１０の内側面から流れ落ち
る水を前記水槽３００内部に案内する。前記ビジュアルボディ２１０から流れ落ちる水を
案内することによって落水騷音を最小化することができる。
【０１５３】
　　前記水槽ボディ延長部３８０は、ビジュアルボディ２１０の下端に締め付けられる。
【０１５４】
　　本実施形態では、前記水槽ボディ３２０の構成を介してエアーウォッシュ流入口３１
が形成される。本実施形態とは異なり、前記ビジュアルボディ２１０に水槽ボディ延長部
３８０を配置してエアーウォッシュ流入口３１を形成させることもできる。また、本実施
形態とは異なり、複数個の水槽ボディ延長部３８０のうちの一部は水槽３００に配置し、
複数個の水槽ボディ延長部３８０のうちの残りはビジュアルボディ２１０に配置して、エ
アーウォッシュ流入口３１を構成することができる。また、本実施形態とは異なり、ビジ
ュアルボディ２１０及び水槽３００と区分される別の構成にエアーウォッシュ流入口３１
を形成させることができる。また、本実施形態とは異なり、ビジュアルボディ２１０に開
口面を形成し、エアーウォッシュ流入口３１を形成させ、水槽３００にも開口面を形成し
、エアーウォッシュ流入口３１を形成させることができる。
【０１５５】
　　すなわち、前記エアーウォッシュ流入口３１は、水槽３００またはビジュアルボディ
２１０のうち、少なくともいずれか１つに配置されることができる。前記エアーウォッシ
ュ流入口３１は、水槽３００及びビジュアルボディ２１０の結合によって形成されること
ができる。前記エアーウォッシュ流入口３１を水槽３００及びビジュアルボディ２１０と
区分される別の構成に配置した後、これを水槽３００及びビジュアルボディ２１０間に配
置することができる。前記エアーウォッシュ流入口３１は、前記水槽３００及びビジュア
ルボディ２１０の結合によって形成されることができる。
【０１５６】
　　前記エアーウォッシュ流入口３１は、エアーウォッシュモジュール２００の側部に配
置され、加湿流路１０６と連結される。前記エアーウォッシュ流入口３１は、加湿連結流
路１０５と連通または連結されることができる。
【０１５７】
　　前記ウォータリングユニット４００は、加湿媒体５０に水を供給する機能がある。前
記ウォータリングユニット４００は、加湿過程を視角化する機能がある。前記ウォータリ
ングユニット４００は、エアーウォッシュモジュール２００内部にレインビューを実現す
る機能がある。
【０１５８】
　　前記ウォータリングユニット４００は、ウォータリングハウジング８００を回転させ
て前記水槽内部の水を吸入し、吸入された水を上側に揚水し、揚水された水を半径方向外
側に噴射する。前記ウォータリングユニット４００は、水を内部に吸入し、吸入された水
を上側に揚水した後、半径方向外側に噴射させるウォータリングハウジング８００を備え
る。
【０１５９】
　　本実施形態では、水を噴射させるために、ウォータリングハウジング８００を回転さ
せる。本実施形態とは異なり、前記ウォータリングハウジング８００の代わりに、ノズル
を使用して水を噴射しても構わない。ノズルで水を噴射して加湿媒体５０に水を供給でき
、レインビューも同様に実現することができる。実施形態によって、ノズルで水を噴射し
、ノズルを回転させることもできる。
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【０１６０】
　　前記ウォータリングハウジング８００から噴射された水が前記加湿媒体５０を濡らす
。前記ウォータリングハウジング８００から噴射された水は、前記ビジュアルボディ２１
０または加湿媒体５０のうち、少なくともいずれか１つに向かって噴射されることができ
る。
【０１６１】
　　ビジュアルボディ２１０に向かって噴射される水は、レインビューを実現することが
できる。加湿媒体５０に向かって噴射される水は、ろ過空気を加湿するのに用いられる。
ビジュアルボディ２１０に向かって水を噴射してレインビューを実現した後、ビジュアル
ボディ２１０から流れ落ちた水が加湿媒体５０を濡らすように実現することができる。
【０１６２】
　　本実施形態では、ウォータリングハウジング８００に高さの異なる複数個の噴射口を
配置する。いずれか１つの噴射口から吐出された水がビジュアルボディ２１０の内側面に
液滴を形成し、レインビューを実現し、残りの１つの噴射口から吐出された水が加湿媒体
５０を濡らして加湿に用いられる。
【０１６３】
　　前記ウォータリングハウジング８００は、前記ビジュアルボディ２１０の内側面に向
かって水を噴射し、噴射された水は、前記ビジュアルボディ２１０の内側面に沿って下方
へ流れ落ちる。前記ビジュアルボディ２１０の内側面には、水滴形態で結ばれた液滴が形
成され、ユーザは、前記ビジュアルボディ２１０を介して前記液滴を見ることができる。
【０１６４】
　　特に、ビジュアルボディ２１０から流れ落ちた水は、加湿媒体５０を濡らして加湿に
用いられる。前記加湿媒体５０は、ウォータリングハウジング８００から噴射された水及
びビジュアルボディから流れ落ちた水により濡らされることができる。
【０１６５】
　　前記ビジュアルボディ２１０は、前記水槽３００と結合され、前記水槽３００の上側
に位置する。前記ビジュアルボディ２１０の少なくとも一部は、内部を透視できる材質で
形成される。
【０１６６】
　　前記ビジュアルボディ２１０の外側にディスプレイモジュール１６０が配置され得る
。前記ディスプレイモジュール１６０は、ビジュアルボディ２１０またはアッパーボディ
１２０のうち、いずれか１つに結合されることができる。
【０１６７】
　　前記ディスプレイモジュール１６０は、レインビューを観察できる視線上に配置され
る。本実施形態において前記ディスプレイモジュール１６０は、前記アッパーボディ１２
０に配置される。
【０１６８】
　　前記エアーウォッシュモジュール２００が据え置かれるとき、前記ビジュアルボディ
２１０の外側面が前記ディスプレイモジュール１６０に密着される。前記ディスプレイモ
ジュール１６０の表面のうち、少なくとも一部は、光を反射する材質で形成されるか、コ
ーティングされることができる。
【０１６９】
　　前記ビジュアルボディ２１０に結ばれた液滴は、前記ディスプレイモジュール１６０
の表面にも投影される。これにより、ユーザは、前記ビジュアルボディ２１０及びディス
プレイモジュール１６０の２ヶ所で液滴の動きを観察できる。
【０１７０】
　　前記水槽３００には、空気が通じるエアーウォッシュ流入口３１が形成される。前記
エアーウォッシュ流入口３１は、連結流路１０３及び加湿流路１０６間に位置する。前記
エアーウォッシュ流入口３１は、連結流路１０３の出口であり、加湿流路１０６の入口で
ある。
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【０１７１】
　　前記エアークリーンモジュール１００から供給されたろ過空気は、前記エアーウォッ
シュ流入口３１を介して前記エアーウォッシュモジュール２００内部に流動する。
【０１７２】
　　前記加湿媒体５０は、加湿流路１０６入口に配置される水槽加湿媒体５１及び加湿流
路１０６出口に配置される吐出加湿媒体５５を備える。前記加湿流路１０６の出口と吐出
流路１０７の入口とは、互いに連結される。これにより、前記吐出加湿媒体５５が吐出流
路１０７に配置されても構わない。
【０１７３】
　　前記連結流路１０３、加湿流路１０６、及び吐出流路１０７はダクトなどのような構
造物を介して形成されるものではないため、その境界を明確に区分し難い。ただし、加湿
がなされる加湿流路１０６を水槽加湿媒体５１及び吐出加湿媒体５５間と定義する場合、
連結流路１０３及び吐出流路１０７が自然に定義される。
【０１７４】
　　前記連結流路１０３は、送風ハウジング１５０及び水槽加湿媒体５１間と定義される
。前記吐出流路１０７は、吐出加湿媒体５５以後と定義される。
【０１７５】
　　本実施形態において前記水槽加湿媒体５１は、水槽３００のエアーウォッシュ流入口
３１に配置される。
【０１７６】
　　前記水槽加湿媒体５１は、エアーウォッシュ流入口３１と同一平面上、外側、または
内側のうち、少なくともいずれか１つに位置し得る。前記水槽加湿媒体５１は、加湿のた
めに水が濡らされるので、前記エアーウォッシュ流入口３１の内側に位置することが好ま
しい。
【０１７７】
　　前記水槽加湿媒体５１を濡らした後、流れ落ちた水は、前記水槽３００に保存される
ことが好ましい。前記水槽加湿媒体５１を濡らした後、流れ落ちた水が前記水槽３００外
部に流れ落ちないように配置されることが好ましい。
【０１７８】
　　これにより、前記水槽加湿媒体５１は、前記エアーウォッシュ流入口３１を通過する
ろ過空気に対して加湿を提供する。
【０１７９】
　　前記加湿媒体５０で自然蒸発された水によりろ過空気が加湿される。前記自然蒸発は
、別の熱を加えなかった状態で水が蒸発されることをいう。空気との接触が増加するほど
、空気の流速が速くなるほど、空気中の圧力が低くなるほど、自然蒸発が促進される。前
記自然蒸発を自然気化と指すこともある。
【０１８０】
　　前記加湿媒体５０は、水の自然蒸発を促進させる。本実施形態において前記加湿媒体
５０は、水に濡らされるが、水槽３００には浸らない。
【０１８１】
　　前記水槽３００に保存された水と離間し、分離されて配置されるので、水槽３００に
保存された水があっても水槽加湿媒体５１及び吐出加湿媒体５５は、常に濡らされた状態
ではない。すなわち、加湿モードで作動されるときにのみ水槽加湿媒体５１及び吐出加湿
媒体５５が濡らされた状態であり、空気清浄モードで作動されるときには、水槽加湿媒体
５１及び吐出加湿媒体５５が乾燥された状態で維持されることができる。
【０１８２】
　　前記水槽加湿媒体５１は、前記エアーウォッシュ流入口３１をカバーし、空気は、前
記水槽加湿媒体５１を貫介して前記水槽３００内部に流動する。
【０１８３】
　　前記吐出加湿媒体５５は、加湿流路１０６の出口または吐出流路１０７入口に配置さ
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れることができる。
【０１８４】
　　本実施形態において前記吐出加湿媒体５５は、ビジュアルボディ２１０の上部をカバ
ーするように配置される。前記吐出加湿媒体５５は、ビジュアルボディ２１０に据え置か
れる。本実施形態とは異なり、吐出加湿媒体５５は、トップカバーアセンブリ２３０の底
面に結合されることができる。
【０１８５】
　　前記吐出加湿媒体５５は、前記吐出流路１０７をカバーし、加湿空気は、前記吐出加
湿媒体５５を貫介しての後、吐出流路１０７に流動する。
　図６は、図２に示されたエアーウォッシュモジュールからトップカバーアセンブリが分
離された斜視図であり、図７は、図６に示されたトップカバーアセンブリ及び吐出加湿媒
体ハウジングの分離斜視図である。
【０１８６】
　　本実施形態において前記トップカバーアセンブリ２３０は、ビジュアルボディ２１０
に分離可能に据え置かれるという特徴がある。前記トップカバーアセンブリ２３０は、吐
出流路１０７を提供するだけでなく、給水のための給水流路１０９も提供する。
【０１８７】
　　本実施形態において前記トップカバーアセンブリ２３０は、吐出加湿媒体５５の上側
に位置する。本実施形態では、前記吐出加湿媒体５５が配置された吐出加湿媒体ハウジン
グ１４００が配置され、前記吐出加湿媒体ハウジング１４００の上部に前記トップカバー
アセンブリ２３０が配置される。前記吐出加湿媒体ハウジング１４００は、ビジュアルボ
ディ２３０の上部に据え置かれる。前記トップカバーアセンブリ２３０は、吐出加湿媒体
ハウジング１４００の上部に据え置かれる。前記トップカバーアセンブリ２３０は、吐出
加湿媒体ハウジング１４００と一体に組み立てられることができる。本実施形態では、ト
ップカバーアセンブリ２３０及び吐出加湿媒体ハウジング１４００が各々製作される。
【０１８８】
　　前記トップカバーアセンブリ２３０は、ビジュアルボディ２１０に据え置かれて支持
され、前記吐出加湿媒体ハウジング１４００には荷重を加えない。
【０１８９】
　　前記吐出加湿媒体ハウジング１４００は、吐出加湿媒体５５が内部に配置され、ビジ
ュアルボディ２１０の上部をカバーする。給水流路１０９は、前記吐出加湿媒体ハウジン
グ１４００を通過するように構成される。吐出流路１０７は、前記吐出加湿媒体ハウジン
グ１４００を通過するように構成される。
【０１９０】
　　前記トップカバーアセンブリ２３０は、吐出流路１０７及び給水流路１０９を形成す
るトップカバーグリル２３２と、前記トップカバーグリル２３２に設けられる操作モジュ
ール２４０と、前記操作モジュール２４０に電源または信号を提供するトップコネクタ２
７０とを備える。
【０１９１】
　　前記トップカバーグリル２３２は、吐出流路１０７のうち、少なくとも一部を形成す
るグリル吐出口２３１と、給水流路１０９のうち、少なくとも一部を形成するグリル給水
口２３３とを備える。前記グリル吐出口２３１及びグリル給水口２３３は、上下方向に開
口して形成される。前記グリル給水口２３３は、トップカバーグリル２３２の内側中央に
配置され、前記グリル吐出口２３１は、前記グリル給水口２３３の外側に配置される。
【０１９２】
　　前記トップカバーグリル２３２は、ビジュアルボディ２１０に分離可能に据え置かれ
る。前記トップカバーグリル２３２は、ビジュアルボディ２１０の内側に据え置かれる。
【０１９３】
　　前記操作モジュール２４０は、トップカバーグリル２３２に結合される。前記操作モ
ジュール２４０は、ユーザの操作信号を受信することができる。前記操作モジュールは、
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ユーザに水位情報を伝達する。前記操作モジュール２４０に給水流路１０９が配置される
。前記操作モジュール２４０は、トップコネクタ２７０と電気的に連結され、前記トップ
コネクタ２７０から電源の提供を受ける。
【０１９４】
　　前記操作モジュール（２４０、ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　ｍｏｄｕｌｅ）は、吐出グリル
２３２と結合され、内側に給水流路１０９のうち、少なくとも一部が形成された操作ハウ
ジング２５０と、前記操作ハウジング２５０に配置された入力部２４５と、前記操作ハウ
ジング２５０に配置された水位表示部２４７と、前記入力部２４５及び水位表示部２４７
を制御する操作制御部（図示せず）とを備える。
【０１９５】
　　前記操作ハウジング２５０は、上部操作ハウジング２４２及び下部操作ハウジング２
４４を備える。
【０１９６】
　　前記操作モジュール２４０には、給水流路１０９が形成される。前記操作モジュール
２４０の中央に上下方向に給水流路１０９の一部が形成される。前記操作モジュール２４
０には、給水流路１０９のうち、少なくとも一部を形成する操作給水口２４１が配置され
得る。前記操作給水口２４１は、操作ハウジングの内側に配置され、上下方向に開口して
形成される。
【０１９７】
　　前記操作モジュール２４０は、上部給水ガイド２３６をさらに備える。前記上部給水
ガイド２３６は、上部給水された水を前記操作給水口２４１に案内する。前記操作ハウジ
ング２５０のうちの一部面を傾斜して形成し、前記上部給水ガイド２３６を形成する。
【０１９８】
　　上部給水の際、ユーザは、水槽３００内部の水位を見ることができないが、操作給水
口２４１の周りに配置された水位表示部２４７を介して上昇された水位を直ちに確認する
ことができる。ユーザは、上部給水中に水位表示部２４７を介して水位を確認できるので
、上部給水流量を調節できる。
【０１９９】
　　上部給水された水は、吐出加湿媒体ハウジング１４００を通過して加湿流路１０６に
落下する。特に、上部給水された水は、水槽３００の水面にすぐ落下せず、ウォータリン
グハウジング８００の上部に落下する。
【０２００】
　　上部給水の際、前記ウォータリングハウジング８００が回転中である場合、上部給水
された水がウォータリングハウジング８００の上部に飛散し、これを介して別のレインビ
ューを形成させる。
【０２０１】
　　すなわち、ウォータリングユニット４００から噴射された水を介してレインビューを
形成させることができるだけでなく、上部給水された水を介してもレインビューを形成さ
せることができる。
【０２０２】
　　図８は、図４に示されたエアーウォッシュモジュールの断面図であり、図９は、図８
に示されたＧの拡大図であり、図１０は、図４に示されたウォータリングハウジングの設
置状態が示された斜視図であり、図１１は、図１０の正面図であり、図１２は、図１１の
Ｍ－Ｍに沿って切断された断面図であり、図１３は、図１２の平面図であり、図１４は、
図１０に示されたウォータリングハウジングの分解斜視図であり、図１５は、図１４の下
側から見た斜視図であり、図１６は、図１４の正面図であり、図１７は、図１４のＮ－Ｎ
に沿って切断された断面図である。
【０２０３】
　　前記ウォータリングハウジング８００は、水槽３００に保存された水を噴射するため
の構成である。前記ウォータリングハウジング８００は、水槽３００に保存された水を効
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率的に揚水するための構造が配置される。
【０２０４】
　　前記ウォータリングハウジング８００は、ウォータリングモータ４２の回転力が伝達
されて回転され、回転の際、水槽３００に保存された水を内部に吸入した後、上側に揚水
することができる。前記ウォータリングハウジング８００内部に揚水された水は、噴射口
４１０を介して吐出される。
【０２０５】
　　前記ウォータリングハウジング８００には、揚水手段が配置される。前記揚水手段は
、前記水槽３００の水を上側に揚水（ｐｕｍｐｉｎｇ）する。水槽の水を揚水する方法は
、様々に実現されることができる。
【０２０６】
　　例えば、前記揚水ポンプを介して水を揚水した後、噴射させることができる。
【０２０７】
　　例えば、ウォータリングハウジングを回転させ、回転の際、水と摩擦または相互干渉
を形成させて水を揚水できる。
【０２０８】
　　本実施形態では、ウォータリングハウジング８００の回転によって水を揚水する構造
が提案される。本実施形態において揚水手段は、水との摩擦または相互干渉を介して水を
上側に押し上げる揚水グルーブ８１０である。
【０２０９】
　　前記ウォータリングハウジング８００の内側面に揚水手段である揚水グルーブ８１０
が形成される。前記揚水グルーブ８１０は、揚水効率を向上させる。前記揚水グルーブ８
１０は、前記ウォータリングハウジング８００内側面から突出されて形成される。前記揚
水グルーブ８１０は、上下方向に長く延びて形成される。前記揚水グルーブ８１０は、ウ
ォータリングモータ軸４３または動力伝達軸６４０に対して放射状に配置される。
【０２１０】
　　前記ウォータリングハウジング８００の下端は、水槽３００の底面と所定間隔離間し
て吸入間隔（８０１、Ｈ１）を形成する。前記吸入間隔８０１を介して水槽３００の水が
ウォータリングハウジング８００内部に吸入される。
【０２１１】
　　前記ウォータリングハウジング８００が水を噴射できる水槽３００の水位Ｈ２は、吸
入間隔Ｈ１より高く、噴射口４１０より低く形成される。前記水位Ｈ２は、満水位を含む
。
水位Ｈ２が吸入間隔Ｈ１より低い場合、水が吸入されないため、揚水が不可能である。前
記水位Ｈ２が噴射口４１０より高い場合、噴射口４１０に揚水された水が噴射されない。
【０２１２】
　前記ウォータリングハウジング８００は、下側が開放されるように形成される。前記ウ
ォータリングハウジング８００は、カップ形状である。前記ウォータリングハウジング８
００は、カップを逆に置いた形状である。前記ウォータリングハウジング８００内部には
、ハウジング空間８０５が形成される。
【０２１３】
　前記ウォータリングハウジング８００内部に水槽３００のコラム３５が位置し、前記コ
ラム３５内部に動力伝達モジュール６００が配置される。前記ウォータリングハウジング
８００は、コラム３５を囲むように配置される。
【０２１４】
　前記ウォータリングハウジング８００は、上側へ行くほど、平断面が拡張されるように
形成される。前記コラム３５は、上側へ行くほど、平断面が縮小されるように形成される
。前記ウォータリングハウジング８００及びコラム３５の形状は、水を効果的に揚水する
ための形状である。前記ハウジング空間８０５の容積は、上側へ行くほど増加される。
【０２１５】
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　前記ウォータリングハウジング８００が回転されるとき、内部に吸入された水は、遠心
力によりウォータリングハウジング８００内周面に密着される。前記ウォータリングハウ
ジング８００内周面に形成された揚水グルーブ８１０は、内部に吸入された水に回転力を
提供する。
【０２１６】
　前記ウォータリングハウジング８００には、吸入された水を外部に吐出する噴射口４１
０が形成される。本実施形態において前記噴射口４１０は、水平方向に水を吐出させるよ
うに配置される。前記噴射口４１０を介して揚水された水が外部に吐出される。
【０２１７】
　本実施形態において前記噴射口４１０から吐出された水は、ビジュアルボディ２１０に
噴射されることができる。
【０２１８】
　前記噴射口４１０は、設計条件によってその個数が調整され得る。本実施形態において
前記噴射口４１０は、高さの差をおいてウォータリングハウジング８００に複数個が配置
される。前記ウォータリングハウジング８００の上側に配置された噴射口を第２の噴射口
と定義し、ウォータリングハウジングの中間に配置された噴射口を第１の噴射口と定義す
る。
【０２１９】
　前記第１の噴射口から噴射された水は、加湿に用いられる。前記第２の噴射口から噴射
された水は、加湿、ウォータリング、及びレインビューに用いられる。
【０２２０】
　　前記第２の噴射口から噴射された水が流れ落ちて水槽加湿媒体を濡らすことができる
。
【０２２１】
　前記第２の噴射口から噴射された水がビジュアルボディに当たった後、飛散してレイン
ビューを形成できる。前記第２の噴射口から噴射された水がビジュアルボディに当たった
後、微細な液滴に変換され、この液滴等がろ過空気を洗い落とすウォータリングに用いら
れ得る。
【０２２２】
　前記ウォータリングハウジング８００が第１の回転速度以上に回転されるとき、前記第
１の噴射口から水が噴射され得る。前記ウォータリングハウジング８００が第２の回転速
度以上に回転されるとき、前記第２の噴射口から水が噴射され得る。
【０２２３】
　前記第２の回転速度は、前記第１の回転速度に比べて高速である。
【０２２４】
　前記ウォータリングハウジング８００が高速で回転されるときにのみ、前記第２の噴射
口から水が吐出される。前記ウォータリングハウジング８００が通常的に回転される速度
には、前記第２の噴射口を介して水が吐出されないように配置することができる。前記第
１の噴射口は、ウォータリングハウジングが常に作動される全ての段階で水を吐出する。
【０２２５】
　前記第２の噴射口は、複数個が配置され得る。前記第１の噴射口は、複数個が配置され
得る。
【０２２６】
　ウォータリングハウジング８００が通常回転速度で回転されれば、揚水された水は、少
なくとも第１の噴射口より高く上昇される。前記ウォータリングハウジング８００が高速
で回転されれば、揚水された水は、第２の噴射口の高さ以上に上昇される。
【０２２７】
　前記第２の噴射口は、ウォータリングハウジング８００の円周方向に複数個が配置され
得る。前記第１の噴射口もウォータリングハウジング８００の円周方向に複数個が配置さ
れ得る。



(24) JP 6835838 B2 2021.2.24

10

20

30

40

50

【０２２８】
　前記ウォータリングハウジング８００が回転されなければ、噴射口４１０を介して水が
吐出されない。ユーザが清浄モード（エアークリーンモジュールは作動され、エアーウォ
ッシュモジュールは停止されるモード）にのみ作動させれば、ウォータリングユニット４
０が作動されず、送風ユニット２０だけが作動される。ユーザが加湿モードのみで作動さ
せるとき、前記ウォータリングハウジング８００が回転され、前記噴射口４１０を介して
水が吐出される。ユーザが清浄モード及び加湿モードを同時作動させるとき、前記噴射口
４１０から吐出される水は、ビジュアルボディ２１０の内側面に噴射されることができる
。
【０２２９】
　ウォータリングハウジング８００が回転されるので、前記噴射口４１０から吐出された
水は、前記ビジュアルボディ２１０の内側面を打撃し、前記ビジュアルボディ２１０の内
側面に沿って移動される。
【０２３０】
　ユーザは、ビジュアルボディ２１０を介して水が噴射されることを視覚的に確認するこ
とができる。このような水の噴射は、加湿モードで作動中であることを意味する。ユーザ
は、水の噴射を介して加湿モードが作動中であることを直観的に確認することができる。
【０２３１】
　前記ビジュアルボディ２１０には、噴射された水により液滴が結ばれ、前記液滴は、下
方へ流れ落ちるようになる。
【０２３２】
　本実施形態において前記ウォータリングハウジング８００は、３個のパートで構成され
る。本実施形態とは異なり、前記ウォータリングハウジング８００は、１個または２個の
部品で製作されることができる。
【０２３３】
　前記ウォータリングハウジング８００の下端は、水槽３００の底面から所定間隔離間し
て配置される。
【０２３４】
　前記ウォータリングハウジング８００は、第１のウォータリングハウジング８２０、第
２のウォータリングハウジング８４０、ウォータリングハウジングカバー８６０、及びウ
ォータリング動力伝達部８８０を備える。
【０２３５】
　前記ウォータリングハウジング８００は、動力伝達軸６４０と組み立てられ、前記動力
伝達軸６４０から回転力が伝達される構造が配置される。本実施形態において前記ウォー
タリングハウジング８００は、ウォータリング動力伝達部８８０及びウォータリングハウ
ジングカバー８６０が動力伝達軸６４０と組み立てられる。前記ウォータリングハウジン
グ８００は、動力伝達軸６４０と２ヶ所で結合され、２ヶ所から回転力が伝達される。
【０２３６】
　本実施形態とは異なり、前記ウォータリングハウジング８００は、動力伝達軸６４０と
１ヶ所で結合され、結合された１ヶ所で回転力が伝達されることができる。
【０２３７】
　また、本実施形態とは異なり、前記ウォータリングハウジング８００は、動力伝達軸で
ない、他の方式で回転力が伝達されることができる。例えば、ベルト－プーリ方式でウォ
ータリングモータの回転力が伝達されることができる。例えば、ギア噛合い方式でウォー
タリングモータの回転力が伝達されることができる。例えば、チェーン方式でウォータリ
ングモータの回転力が伝達されることができる。例えば、クラッチ方式でウォータリング
モータの回転力が伝達されることができる。
【０２３８】
　前記動力伝達軸６４０は、上端及び下端に各々ねじ山６４３が形成される。
【０２３９】
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　上端ねじ山６４３は、ウォータリングハウジングカバー８６０と組み立てられる。下端
ねじ山は、第２のカプラ６２０と組み立てられる。前記アッパーボディ１２０には、前記
第２のカプラ６２０と結合される第１のカプラ６１０が配置される。
【０２４０】
　前記アッパーボディ１２０には、ウォータリングモータ４２が配置される。前記ウォー
タリングモータ４２は、ウォータリングハウジング８００に回転力を提供する。
【０２４１】
　前記エアークリーンモジュール１００に配置され、前記ウォータリングモータ４２に結
合されたカプラを第１のカプラ６１０と定義する。前記エアーウォッシュモジュール２０
０に配置され、前記第１のカプラ６１０と分離可能に結合されるカプラを第２のカプラ６
２０と定義する。
【０２４２】
　前記第１のカプラ６１０または第２のカプラ６２０のうち、いずれか１つは、雄状で、
他の１つは、雌状である。本実施形態では、第１のカプラ６１０が雄状であり、第２のカ
プラ６２０が雌状で製作される。本実施形態では、前記第１のカプラ６１０が第２のカプ
ラ６２０に挿入される形態で分離可能に結合される。本実施形態とは異なり、前記第２の
カプラ６２０が前記第１のカプラ６１０に挿入される形態で結合されることができる。
【０２４３】
　前記ウォータリングモータ４２は、アッパーボディ１２０に設けられる。前記ウォータ
リングモータ４２は、前記送風モータ２２の上側に位置し、前記送風モータ２２と離間し
て位置する。前記アッパーボディ１２０内部に前記水槽３００が据え置かれる。前記水槽
３００がアッパーボディ１２０に据え置かれるとき、前記第１、２のカプラ６１０、６２
０が動力伝達可能に連結される。前記ウォータリングモータ４２のウォータリングモータ
軸４３は、上側に向かうように配置される。前記ウォータリングモータ軸４３の上端に第
１のカプラ６１０が設けられる。
【０２４４】
　前記ウォータリングハウジング８００の各構成について説明すれば、次のとおりである
。
【０２４５】
　前記第１のウォータリングハウジング８２０は、上側及び下側が各々開口して形成され
、内側面に揚水グルーブ８１０が形成される。前記第１のウォータリングハウジング８２
０の下端が水槽３００の底面と所定間隔離間して吸入間隔８０１を形成する。
【０２４６】
　第２のウォータリングハウジング８４０は、上側及び下側が各々開口して形成され、前
記第１のウォータリングハウジング８２０の上端に組み立てられる。
【０２４７】
　前記ウォータリングハウジングカバー８６０は、前記第２のウォータリングハウジング
８４０の上端に結合され、前記第２のウォータリングハウジング８４０の上面をカバーす
る。
【０２４８】
　前記ウォータリング動力伝達部８８０は、前記第１のウォータリングハウジング８２０
または第２のウォータリングハウジング８４０のうち、少なくともいずれか１つと連結さ
れて動力伝達モジュール６００の回転力が伝達される。本実施形態において前記ウォータ
リング動力伝達部８８０は、前記第１のウォータリングハウジング８２０に連結される。
【０２４９】
　本実施形態とは異なり、前記第１のウォータリングハウジング８２０及び第２のウォー
タリングハウジング８４０は、一体に製作されることができる。また、本実施形態とは異
なり、前記第１のウォータリングハウジング８２０及びウォータリングハウジングカバー
８６０が一体に製作されることができる。
【０２５０】
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　前記第１のウォータリングハウジング８２０の上側断面が下側断面より広く形成される
。前記第１のウォータリングハウジング８２０は、上下方向に傾斜を形成する。前記第１
のウォータリングハウジング８２０は、下側断面が狭い円錐形態でありうる。
【０２５１】
　前記第１のウォータリングハウジング８２０内部に揚水グルーブ８１０が形成される。
前記揚水株部８１０は、上下方向に形成される。前記揚水グルーブ８１０は、ウォータリ
ングモータ軸４３を中心に放射状に配置される。前記揚水グルーブ８１０は、複数個が配
置され得るし、前記ウォータリングハウジング８００の軸中心に向かって突出される。
【０２５２】
　前記第１のウォータリングハウジング８２０の下端は、水槽３００の内部底面と離間し
て吸入間隔８０１を形成する。第１のウォータリングハウジング８２０の上端は、第２の
ウォータリングハウジング８４０の下端と結合される。
【０２５３】
　前記第１のウォータリングハウジング８２０及び第２のウォータリングハウジング８４
０は、組立及び分解が可能である。本実施形態において前記第１のウォータリングハウジ
ング８２０及び第２のウォータリングハウジング８４０は、ねじ結合によって組み立てら
れる。第１のウォータリングハウジング８２０の上側外周面にねじ山８２２が形成され、
第２のウォータリングハウジング８４０の下側内周面にねじ山８４２が形成される。
【０２５４】
　前記第１のウォータリングハウジング８２０に形成されたねじ山８２２を第１のねじ山
８２２と定義し、前記第２のウォータリングハウジング８４０に形成されたねじ山８４２
を第２のねじ山８４２と定義する。
【０２５５】
　前記第１のねじ山８２２の下側に前記第２のウォータリングハウジング８４０の移動を
制限する第１のバリア８２３が形成される。前記第１のバリア８２３は、前記第１のウォ
ータリングハウジング８２０の円周方向に形成される。前記第１のバリア８２３は、帯形
態で形成され、前記第１のウォータリングハウジング８２０の外側に突出されて形成され
る。
【０２５６】
　第１のウォータリングハウジング８２０及び第２のウォータリングハウジング８４０の
組立の際、前記第１のバリア８２３は、前記第２のウォータリングハウジング８４０の下
端に密着される。前記第１のバリア８２３は、前記第１のねじ山８２２より外側にさらに
突出されて形成される。
【０２５７】
　前記第１のねじ山８２２及び第１のバリア８２３間に第１のパッキング８２５が配置さ
れる。前記第１のパッキング８２５は、第１のウォータリングハウジング８２０及び第２
のウォータリングハウジング８４０間に水が漏れることを遮断する。前記第１のパッキン
グ８２５は、弾性材質で形成される。前記第１のパッキング８２５は、リング形態で形成
される。
【０２５８】
　前記第１のパッキング８２５の位置を固定させるために、パッキング設置リブ８２４が
配置される。前記パッキング設置リブ８２４は、第１のねじ山８２２の延長線上に配置さ
れることができる。前記パッキング設置リブ８２４は、第１のねじ山８２２の一部であり
うる。
【０２５９】
　これにより、前記第１のねじ山８２２は複数個で形成され、不連続に分散されて配置さ
れることができ、そのうちの１つが前記パッキング設置リブ８２４でありうる。
【０２６０】
　前記第１のウォータリングハウジング８２０には、第１の噴射口４１１が配置される。
本実施形態において前記第１の噴射口４１１は、２個が配置される。２個の第１の噴射口
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４１１は、互いに反対方向に向かうように形成される。
【０２６１】
　前記第１の噴射口４１１は、第１のウォータリングハウジング８２０の内外側を連通さ
せる。本実施形態では、前記第１の噴射口４１１の内側開口面積が外側開口面積より広く
形成される。前記第１の噴射口４１１は、水槽加湿媒体５１に水を供給し、前記水槽加湿
媒体５１を濡らす。前記第１の噴射口４１１は、水槽加湿媒体５１に向かって噴射される
ことができる。
【０２６２】
　前記第２のウォータリングハウジング８４０の外周面には、ウォータリング羽根８５０
が形成される。前記ウォータリング羽根８５０は、加湿空気を流動させることができる。
前記ウォータリングハウジング８００の回転の際、前記ウォータリング羽根８５０は、周
りの空気を引き込むことができる。前記ウォータリング羽根８５０は、空気を流動させる
機能だけでなく、液滴を微細化させるレインビュー演出手段としての機能もある。
【０２６３】
　前記ウォータリングハウジング８００が配置された加湿流路１０６の空気は、送風ファ
ン２４の流動によりほとんど吐出流路１０７側に流動するが、前記ウォータリング羽根８
５０の周りの空気はこれと反対に流動し得る。前記ウォータリング羽根８５０は、局所的
に送風ファン２４による空気流動と反対に空気流動を形成させることができる。前記ウォ
ータリング羽根８５０の形状によって送風ファン２４による流動と同じ方向に空気を流動
させることもできる。このときにも、ウォータリング羽根８５０の回転によりウォータリ
ングハウジング８００の周りの空気がウォータリングハウジング８００表面に集まるよう
にすることができる。
【０２６４】
　前記ウォータリング羽根８５０による空気流動は、前記ウォータリングハウジング８０
０の周りの水粒子を水槽３００に流動させる効果がある。前記ウォータリング羽根８５０
の回転は、風量を生成し、ウォータリングハウジング８００の周りの水粒子を引き込むと
いう効果がある。
【０２６５】
　これにより、前記ウォータリング羽根８５０による空気流動は、給水流路１０９からウ
ォータリングハウジング８００の上部に水が落下するとき、落下する水をウォータリング
ハウジング８００側に集める役割を果たす。
【０２６６】
　前記ウォータリングハウジング８００が回転されるとき、給水流路１０９を介して水が
供給される場合、水が前記ウォータリングハウジング８００表面に当たって不規則に飛散
することがある。前記ウォータリング羽根８５０による空気流動は、給水の際、飛散する
水粒子をウォータリングハウジング８００表面側に集めることができる。
【０２６７】
　前記第２のウォータリングハウジング８４０は、第２の噴射口４１２、４１３が形成さ
れる。前記第２の噴射口４１２、４１３は、ビジュアルボディ２１０に向かって水を噴射
する。本実施形態において前記第２の噴射口４１２、４１３は、２個が配置される。前記
第２の噴射口のうちの１つを第２－１の噴射口４１２といい、残りの１つを第２－２の噴
射口４１３と定義する。
　前記第２－１の噴射口４１２及び第２－２の噴射口４１３は、互いに異なる方向に向か
うように配置される。本実施形態において前記第２－１の噴射口４１２及び第２－２の噴
射口４１３は、互いに反対方向に向かうように配置される。前記第２－１の噴射口４１２
及び第２－２の噴射口４１３は、動力伝達軸６４０を基準に対称して配置されることがで
きる。
　平面上から見たとき、前記第２－１の噴射口４１２及び第２－２の噴射口４１３は、１
８０度の夾角を形成する。平面上から見たとき、前記第２－１の噴射口４１２は、ウォー
タリング羽根８５０の間に配置される。前記第２－２の噴射口４１３もウォータリング羽
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根８５０の間に配置される。
　正面から見たとき、前記第２－１の噴射口４１２及び第２－２の噴射口４１３の高さは
、ウォータリング羽根８５０と同じであるか、高く位置する。前記第２－１の噴射口４１
２及び第２－２の噴射口４１３から噴射された水の軌跡Ｓ３、Ｓ４のうちの一部が前記ウ
ォータリング羽根８５０の回転半径内に位置する。
　これにより、前記ウォータリングハウジング８００が回転されるとき、前記第２－１の
噴射口４１２及び第２－２の噴射口４１３から噴射された水のうちの一部は、前記ウォー
タリング羽根８５０と当たって飛散する。
　本実施形態において前記第２－１の噴射口４１２及び第２－２の噴射口４１３は、所定
の高低差を形成する。前記第２－１の噴射口４１２及び第２－２の噴射口４１３は、同じ
高さに配置されない。
【０２６８】
　前記第２－１の噴射口４１２及び第２－２の噴射口４１３が高低差を形成させることに
より、ビジュアルボディ２１０に当たる水の位置を異なるように設定できる。これにより
、前記ウォータリングハウジング８００が回転されるとき、第２－１の噴射口４１２から
噴射された水と第２－２の噴射口４１３から噴射された水とが互いに異なる経路に通るよ
うになる。
【０２６９】
　前記第２の噴射口４１２、４１３からビジュアルボディ２１０の内側面に当たる水の軌
跡Ｓ３を噴射ラインと定義する。
【０２７０】
　前記第２－１の噴射口４１２が形成する噴射ラインを第１の噴射ラインＬ１と定義し、
前記第２－２の噴射口４１３が形成される噴射ラインを第２の噴射ラインＬ２と定義する
。
【０２７１】
　前記ビジュアルボディ２１０に形成される前記噴射ラインは、直線のみを意味してはい
ない。前記噴射ラインは、前記噴射口から吐出される角度によって曲線を形成することも
できる。
【０２７２】
　また、前記噴射ラインの厚さは、噴射口の直径によって各々異なるように形成されるこ
とができる。すなわち、噴射口の直径が大きければ、噴射ラインが厚く形成され、直径が
小さければ、薄く形成されることができる。
【０２７３】
　本実施形態では、前記ビジュアルボディ２１０のいずれか１ヶ所を基準に第２－１の噴
射口４１２から噴射された水が通った後、所定時間後に異なる高さに第２－２の噴射口４
１３から噴射された水が通るようになる。すなわち、前記ビジュアルボディ２１０の内側
面には、２個の噴射ラインＬ１、Ｌ２が形成され、このような視覚的演出を介して水が噴
射されていることをユーザにより効果的に認知させることができる。
【０２７４】
　一定の高さに配置された２個の第２の噴射口から水が吐出される場合、１個の噴射ライ
ンのみが形成される。ウォータリングハウジング８００が高速で回転されれば、第１、２
の噴射口１４２、１４３が反対方向に位置しても位相差が極めて短く形成され得る。この
場合、１個の噴射ラインから水が流れ落ちることと錯視を起こすことができる。
【０２７５】
　一方、２個の噴射ラインを形成する場合、水が当たる位置が異なるので、当たって発生
される音も異なるように形成される。すなわち、第１の噴射ラインから発生される音と第
２の噴射ラインから発生される音とが異なるように形成される。このような音響差を介し
てユーザは、ウォータリングハウジング８００が回転されていることを聴覚的にも確認す
ることができる。
【０２７６】
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　１個の噴射ラインだけが形成される場合、同じ音が持続的に生成されるので、ユーザが
これを認知できないか、単純騷音と誤認することができる。
【０２７７】
　前記複数個の噴射ラインを介した音響差は、低視力者または聴覚障害者らに作動状況を
効果的に伝達する効果がある。また、光がない状況でも加湿清浄装置が作動中であること
を容易に確認することができる。
【０２７８】
　前記第２の噴射口４１２、４１３のうち、少なくとも１つは、ウォータリングハウジン
グカバー８６０に一部が遮られるように配置されることができる。本実施形態では、前記
第２－１の噴射口４１２は、完全開放された状態で配置され、第２－２の噴射口４１３は
、ウォータリングハウジングカバー８６０に一部がオーバーラップされて遮られる。
【０２７９】
　前記ウォータリングハウジングカバー８６０は、前記第２－２の噴射口４１３の前に位
置する。前記ウォータリングハウジングカバー８６０は、前記第２－２の噴射口４１３の
上側を一部遮る。
【０２８０】
　本実施形態では、ウォータリングハウジングカバー８６０が第２のウォータリングハウ
ジング８４０と結合されるとき、第２－２の噴射口４１３の一部とオーバーラップされる
。本実施形態では、前記ウォータリングハウジングカバー８６０が拡散部材として使用さ
れる。本実施形態とは異なり、前記噴射口から噴射される水を広く拡散させる別の拡散部
材が配置され得る。
【０２８１】
　例えば、前記ウォータリングハウジングを射出するとき、意図的にバー（ｂｕｒｒ）を
形成させ、前記バーを介して噴射される水を拡散させることができる。
【０２８２】
　前記第２－２の噴射口４１３から噴射された水は、前記拡散部材と干渉されて、噴射角
及び幅が変更され得る。前記拡散部材と干渉された水は、表面張力により拡散部材側へ引
っ張られる。
【０２８３】
　拡散部材とのオーバーラップが形成されていない第２－１の噴射口４１２では、噴射口
の直径と吐出された水の直径とが類似して形成される。前記ウォータリングハウジングカ
バー８６０とオーバーラップが形成された第２－２の噴射口４１３では、噴射口の直径よ
りさらに広い範囲に水が噴射される。
【０２８４】
　前記第２－１の噴射口４１２から噴射される水の軌跡をＳ３と定義し、前記第２－２の
噴射口４１３から噴射される水の軌跡をＳ４と定義する。
【０２８５】
　前記第２－２の噴射口４１３は、前記第２－１の噴射口４１２より少し高く位置する。
前記第２－２の噴射口４１３は、拡散部材であるウォータリングハウジングカバー８６０
のカバーボディボーダー８６３と一部がオーバーラップされる。
【０２８６】
　前記第２－２の噴射口４１３を介して噴射された水は、前記カバーボディボーダー８６
３と干渉されながら噴射されるので、噴射される水がより微細化されて噴射される。
【０２８７】
　前記第２－２の噴射口４１３から噴射された液滴は、第２－１の噴射口４１２から噴射
された液滴より小さく形成される。前記第２－２の噴射口４１３から噴射された液滴の軌
跡Ｓ４は、第２－１の噴射口４１２から噴射された軌跡Ｓ３より上側に形成される。前記
第２－２の噴射口４１３から噴射された液滴は、第２－１の噴射口４１２から噴射された
液滴より広く噴射される。これにより、前記第２－１の噴射口４１２が形成する噴射ライ
ンＬ１に比べて、オーバーラップされた前記第２－２の噴射口４１３が形成する噴射ライ
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ンＬ２の幅がより広く形成される。
【０２８８】
　一方、前記ウォータリング羽根８５０は、ウォータリングハウジング８００の周りの空
気を流動させるだけでなく、噴射口４１０から噴射された水を微細化させることができる
。
【０２８９】
　本実施形態では、前記第２の噴射口４１２、４１３から噴射された水がウォータリング
羽根８５０と当たって微細化される。前記ウォータリング羽根８５０は、水をミスト形態
で微細化させることができる。
【０２９０】
　前記ウォータリング羽根８５０は、前記第２の噴射口４１２、４１３から噴射される全
ての水を微細化させてはいない。前記第２の噴射口４１２、４１３から噴射された水のう
ちの一部が前記ウォータリング羽根８５０と当たる。
【０２９１】
　前記第２の噴射口４１２、４１３から噴射された水は、所定の軌跡Ｓ３を形成し、回転
されるウォータリング羽根８５０が前記軌跡Ｓ３上の水と当たる。すなわち、前記第２の
噴射口４１２、４１３から噴射された水の中で、一部はウォータリング羽根８５０と当た
って飛散し、残りはウォータリング羽根８５０と当たらずにビジュアルボディ２１０の内
側面に当たる。
【０２９２】
　前記ウォータリング羽根８５０に当たった水は、特定方向でない加湿流路１０６で広く
飛散する。例えば、ウォータリング羽根８５０から飛散した水は、吐出加湿媒体５５を濡
らすことができる。ウォータリング羽根８５０から飛散した水は、ビジュアルボディ２１
０に結ばれることができる。ウォータリング羽根８５０から飛散した水は、加湿流路１０
６上で浮遊されることができる。
【０２９３】
　前記ウォータリング羽根８５０により微細化された水は、レインビューを演出するのに
効果的である。微細化された液滴は、ビジュアルボディ２１０の内側面に小さな液滴形態
で結ばれる。
【０２９４】
　前記ウォータリング羽根８５０の代わりに、ウォータリングハウジング８００及びビジ
ュアルボディ２１０間にレインビュー演出手段を配置することができる。前記噴射口４１
０から噴射された水がレインビュー演出手段に当たって飛散することができる。例えば、
前記ビジュアルボディ２１０及びウォータリングハウジング８００間にレインビュー演出
手段としてメッシュ（ｍｅｓｈ）を配置することができる。前記ウォータリングハウジン
グ８００から噴射された水がメッシュを通過しながらより小さな液滴に粉砕された後、飛
散することができる。
【０２９５】
　一方、前記加湿流路１０６で発生されるレインビューは、レナード効果（Ｌｅｎａｒｄ
　ｅｆｆｅｃｔ）により陰イオンを生成させることができる。
【０２９６】
　レナード効果は、水が大きい外力を受けて粉砕されるとき、多量の陰イオンが発生され
る現象である。
【０２９７】
　レインビューを演出する過程で液滴等が飛散し、当たり、この過程で多量の陰イオンが
生成される。
【０２９８】
　第１の噴射口４１１から噴射された水が構造物と当たるとき、レナード効果により陰イ
オンが生成され得る。
【０２９９】
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　また、第２の噴射口４１２、４１３から噴射された水がビジュアルボディ２１０に当た
るとき、レナード効果により陰イオンが生成され得る。
【０３００】
　また、第２の噴射口４１２、４１３から噴射された水がウォータリング羽根８５０と当
たるとき、レナード効果により陰イオンが生成され得る。
【０３０１】
　また、上部給水の際、ウォータリングハウジングカバー８６０から飛散した液滴が様々
な構造物に当たるとき、レナード効果により陰イオンが生成され得る。
【０３０２】
　このように、本実施形態においてレインビューを演出するための様々な大きさの液滴等
は、生成過程で陰イオンを生成させる効果がある。前記生成された陰イオン等は、吐出流
路１０７を介して室内に吐出される。
【０３０３】
　一方、前記第２のウォータリングハウジング８４０の内部には、水膜回転流動を抑制す
る水膜抑制リブ８７０が形成される。前記水膜回転流動は、ウォータリングハウジング８
００の内側面に沿って回転される流動を意味する。
【０３０４】
　前記第１のウォータリングハウジング８２０の揚水グルーブ８１０は、前記水膜回転流
動を形成させるためのものであり、前記水膜抑制リブ８７０は、前記水膜回転流動を抑制
させるためのものである。
【０３０５】
　前記第１のウォータリングハウジング８２０では、水を揚水して第２のウォータリング
ハウジング８４０まで上昇させなければならないので、水膜回転流動を積極的に発生させ
るが、前記第２のウォータリングハウジング８４０まで上昇した水は、水膜回転流動が形
成されないほど、第２の噴射口４１２、４１３を介しての噴射が容易である。
【０３０６】
　前記第２のウォータリングハウジング８４０内部で高速の水膜回転流動が形成される場
合、水が第２の噴射口を介して吐出されず、内部に沿って流動するようになる。
【０３０７】
　また、前記第２のウォータリングハウジング８４０に多量の水が留まるほど、ウォータ
リングハウジング８００の振動が大きく形成される。前記第２のウォータリングハウジン
グ８４０まで揚水された水が第２の噴射口４１２、４１３を介して迅速に噴射されてはじ
めてウォータリングハウジング８００の偏心を最小化でき、これによる振動も最小化させ
ることができる。
【０３０８】
　前記水膜抑制リブ８７０は、水膜回転流動を最小化させ、これを介してウォータリング
ハウジング８００の偏心及び振動を最小化させる機能を果たす。
【０３０９】
　前記水膜抑制リブ８７０は、第２のウォータリングハウジング８４０の内側面から突出
されて形成される。本実施形態において前記水膜抑制リブ８７０は、動力伝達軸６４０に
向かって突出されて形成される。前記水膜抑制リブ８７０は、水膜回転流動と交差する方
向に形成される。
【０３１０】
　前記水膜回転流動は、第２のウォータリングハウジング８４０の内側面に沿って螺旋形
または円形で流動するところ、前記水膜抑制リブ８７０は、上下方向に形成されることが
好ましい。
【０３１１】
　本実施形態において前記水膜抑制リブ８７０は、垂直方向に形成される。前記水膜抑制
リブ８７０は、複数個が形成され得る。本実施形態において前記水膜抑制リブ８７０は、
３個が配置される。複数個の前記水膜抑制リブ８７０は、ウォータリングハウジング内周
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面に対して等間隔に配置される。
【０３１２】
　本実施形態において前記水膜抑制リブ８７０の突出長さは５ｍｍである。前記水膜抑制
リブ８７０の突出長さは、水膜回転流動の厚さと連関したものであって、実施形態によっ
て様々に変更されることができる。
【０３１３】
　本実施形態において前記水膜抑制リブ８７０は、ウォータリング動力伝達部８８０と連
結されて形成される。本実施形態とは異なり、水膜抑制リブ８７０及びウォータリング動
力伝達部８８０を分離して配置することができる。
【０３１４】
　本実施形態では、前記水膜抑制リブ８７０をウォータリング動力伝達部８８０と連結さ
れるように製作することにより、金型を簡素化できる。
【０３１５】
　前記ウォータリング動力伝達部８８０は、動力伝達軸６４０の回転力をウォータリング
ハウジング８００に伝達するための構成である。
【０３１６】
　本実施形態において前記ウォータリング動力伝達部８８０は、第２のウォータリングハ
ウジング８４０と連結される。本実施形態とは異なり、前記ウォータリング動力伝達部８
８０は、第１のウォータリングハウジング８２０と連結されることもできる。
【０３１７】
　本実施形態において前記ウォータリング動力伝達部８８０は、第２のウォータリングハ
ウジング８４０と一体に製作される。本実施形態とは異なり、前記ウォータリング動力伝
達部８８０は、別に製作された後、第２のウォータリングハウジング８４０に組み立てら
れることができる。
【０３１８】
　前記ウォータリング動力伝達部８８０は、ウォータリングハウジング８００の軸中心に
位置するブッシュ設置部８８２と、前記ブッシュ設置部８８２及びウォータリングハウジ
ング８００を連結するウォータリング連結部８８４とを備える。本実施形態において前記
ブッシュ設置部８８２、ウォータリング連結部８８４、及び第２のウォータリングハウジ
ング８２０は、射出されて一体に製作される。
【０３１９】
　前記ウォータリング連結部８８４は、リブ形態で製作される。前記ウォータリング連結
部８８４は、軸中心を基準に放射状に配置され、複数個が形成される。
【０３２０】
　本実施形態において前記ウォータリング連結部８８４は、水膜抑制リブ８７０と一体に
製作される。前記ウォータリング連結部８８４及び水膜抑制リブ８７０は、連結されて形
成される。
【０３２１】
　前記動力伝達軸６４０は、前記ブッシュ設置部８８２を貫通するように設けられる。
【０３２２】
　前記ブッシュ設置部８８２の下側は、開口して形成される。前記ブッシュ設置部８８２
の開口した下側を介してブッシュ９０が挿入される。
【０３２３】
　前記ブッシュ設置部８８２及びブッシュ９０は、上下方向には分離されることができる
。前記ブッシュ設置部８８２及びブッシュ９０は、回転方向には相互係止を形成する。
【０３２４】
　このために、前記ブッシュ設置部８８２またはブッシュ９０のうち、いずれか１つにブ
ッシュ係止部９３が形成され、他の１つにブッシュ係止溝８８３が形成される。本実施形
態では、ブッシュ９０にブッシュ係止部９３が形成され、ブッシュ設置部８８２にブッシ
ュ係止溝８８３が形成される。
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【０３２５】
　前記ブッシュ係止溝８８３は、ブッシュ設置部８８２の内側面に形成され、窪んだ形状
である。前記ブッシュ係止部９３は、ブッシュ９０の外側面に形成され、膨らんだ形状で
ある。
【０３２６】
　前記ブッシュ係止部９３は、ブッシュ係止溝８８３に挿入されて挟まれる。
【０３２７】
　本実施形態とは異なり、ブッシュ設置部８８２及びブッシュ９０を一体に製作すること
ができる。前記ブッシュ９０が金属材質で形成されるので、第２のウォータリングハウジ
ング８４０を製作するとき、金型内にブッシュ９０を配置した後、第２のウォータリング
ハウジング材質を射出して一体に製作することができる。
【０３２８】
　前記ブッシュ９０は、動力伝達モジュール６００の動力伝達軸６４０と結合される。
【０３２９】
　前記ブッシュ９０は、前記動力伝達軸６４０と結合されて回転力が伝達される。前記ブ
ッシュ９０は、金属材質で形成されることが好ましい。硬い金属材質でない場合、摩耗が
発生する可能性があり、これは、振動の原因となる。
【０３３０】
　前記ブッシュ９０は、上下方向に貫通されたブッシュ軸中空が形成される。前記ブッシ
ュ軸中空に前記動力伝達軸６４０が挿入される。
【０３３１】
　前記ブッシュ９０は、前記ウォータリングハウジング８００が回転されるとき、振動を
低減させる。前記ブッシュ９０は、動力伝達軸６４０上に位置する。本実施形態において
前記ブッシュ９０は、前記ウォータリングハウジング８００の重心に位置する。前記ブッ
シュ９０が、ウォータリングハウジング８００の重心が位置するので、回転の際、ウォー
タリングハウジング８００の振動を大幅低減することができる。
【０３３２】
　前記ブッシュ９０と動力伝達軸６４０とは、嵌合により組み立てられる。前記ブッシュ
９０は、前記動力伝達軸６４０に支持される。
【０３３３】
　前記ブッシュ９０を支持するために、動力伝達軸６４０は軸支持端６４２が形成される
。前記軸支持端６４２を基準に上側の直径が小さく、下側の直径が大きい。
【０３３４】
　前記ブッシュ９０は、前記動力伝達軸６４０の上側端を介して挿入される。
【０３３５】
　前記軸支持端６４２は、摩耗を最小化するために、テーパ、チャンパ、またはラウンド
状に形成されることができる。前記軸支持端６４２を直角に形成する場合、組立過程また
は作動過程で摩耗が発生し得る。
【０３３６】
　前記軸支持端６４２が摩耗される場合、ブッシュ９０が動きながら振動を発生させる原
因となる。また、軸支持端６４２が摩耗される場合、ブッシュ９０が傾いたり、移動され
ることができ、このため、動力伝達軸６４０と整列不良を発生させることができる。また
、ブッシュ９０及び動力伝達軸６４０の整列不良が発生される場合、回転の際、偏心が発
生し、これによる振動が発生される。
【０３３７】
　前記ウォータリングハウジングカバー８６０は、第２のウォータリングハウジング８４
０の上側に結合され、前記第２のウォータリングハウジング８４０の上側を密閉させる。
前記ウォータリングハウジングカバー８６０は、第２のウォータリングハウジング８４０
とねじ結合される。
【０３３８】
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　本実施形態において前記ウォータリングハウジングカバー８６０は、動力伝達モジュー
ル６００と組み立てられる。本実施形態とは異なり、前記ウォータリングハウジングカバ
ー８６０は、動力伝達モジュール６００と分離された状態を形成しても構わない。
【０３３９】
　前記ウォータリングハウジングカバー８６０が動力伝達軸６４０と結合される場合、ウ
ォータリングハウジング８００の偏心及び振動をより効果的に低減させることができる。
【０３４０】
　前記ウォータリングハウジングカバー８６０は、前記第２のウォータリングハウジング
８４０の上側開口部をカバーするカバーボディ８６２と、前記カバーボディ８６２から下
側へ延びて形成され、前記第２のウォータリングハウジング８４０の上端を囲むカバーボ
ディボーダー８６３と、前記カバーボディ８６２の下側に形成され、前記カバーボディボ
ーダー８６３と所定間隔離間して形成されたパッキング設置リブ８６４と、前記動力伝達
軸６４０に固定される軸固定部８６６と、前記軸固定部８６６及びパッキング設置リブ８
６４を連結する補強リブ８６８とを備える。
【０３４１】
　前記カバーボディ８６２は、平面から見たとき、円形に形成される。前記カバーボディ
８６２の直径は、第２のウォータリングハウジング８４０の直径より大きく形成される。
【０３４２】
　本実施形態とは異なり、前記カバーボディ８６２の平面形状は円形でなくても構わない
。また、前記ウォータリングハウジング８００の平面形状も特定形状に制限されない。
【０３４３】
　前記カバーボディボーダー８６３は、前記カバーボディ８６２の枠を形成する。前記カ
バーボディボーダー８６３は、リング形状に形成され、前記カバーボディ８６２と一体に
製作される。前記カバーボディボーダー８６３は、外側面に複数個の突起８６１が形成さ
れ、前記突起８６１は、円周方向に沿って３６０度形成される。前記突起８６１は、ウォ
ータリングハウジングカバー８６０を分離するとき、ユーザにグリップ感を提供する。
【０３４４】
　また、前記突起８６１は、上部給水の際、落下する水を効果的に飛散させることができ
る。上部給水を介して落下する水は、ウォータリングハウジングカバー８６０に落下し、
ウォータリングハウジング８００の回転により前記カバーボディボーダー８６３に流動す
る。その後、前記突起８６１から水滴形態に分離された後、ビジュアルボディ２１０内側
面に撒かれる。前記突起８６１は、上部給水された水を効果的に飛散させることができる
。
【０３４５】
　前記パッキング設置リブ８６４は、前記カバーボディボーダー８６３の内側に位置し、
前記カバーボディボーダー８６３と所定距離離間する。前記カバーボディボーダー８６３
及びパッキング設置リブ８６４間に第２のパッキング８６５が設けられる。
【０３４６】
　前記第２のパッキング８６５を介してウォータリングハウジングカバー８６０及び第２
のウォータリングハウジング８４０間を密閉させることができる。前記第１のパッキング
８２５及び第２のパッキング８６５を介してハウジング空間８０５の水の漏水を遮断する
ので、噴射口４１０を介して吐出される水の圧力を一定に維持することができる。
【０３４７】
　前記第１のウォータリングハウジング８２０及び第２のウォータリングハウジング８４
０間で水が漏水したり、または第２のウォータリングハウジング８４０及びウォータリン
グハウジングカバー８６０間で水が漏水する場合、噴射口４１０から吐出される水の圧力
を一定に維持し難い。
【０３４８】
　すなわち、ウォータリングハウジング８００で水の漏水が発生される場合、ウォータリ
ングハウジング８００を回転させても噴射口４１０から水が噴射されないことがある。
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【０３４９】
　前記カバーボディボーダー８６３及び第２のウォータリングハウジング８４０は、ねじ
結合されることができる。本実施形態において前記ウォータリングハウジングカバー８６
０及び第２のウォータリングハウジング８４０は、抑止嵌込されて組み立てられる。
【０３５０】
　前記軸固定部８６６は、動力伝達軸６４０と組み立てられ、前記動力伝達軸６４０から
回転力が伝達される。
【０３５１】
　前記軸固定部８６６及び動力伝達軸６４０は、ねじ結合されることができる。このため
に、前記動力伝達軸６４０の上端外周面には、前記ウォータリングハウジングカバー８６
０とのねじ結合のためのねじ山６４３が形成される。
【０３５２】
　前記軸固定部８６６には、前記動力伝達軸６４０と組み立てられるためのねじ山が形成
され得る。本実施形態では、前記軸固定部８６６に軸固定部材８６７が配置され、前記軸
固定部材８６７は、前記軸固定部８６６に二重射出されて一体化する。本実施形態におい
て前記軸固定部材８６７は、ナットが使用される。
【０３５３】
　前記ウォータリングハウジングカバー８６０とは異なり、前記軸固定部材８６７は、金
属材質が使用される。動力伝達軸６４０が金属材質で形成されるところ、前記動力伝達軸
６４０とねじ結合される部分も金属材質で形成されてはじめて締結時の摩耗や損傷を防止
できる。前記ウォータリングハウジングカバー８６０全体が金属材質で形成される場合、
または前記軸固定部８６６が金属材質で形成される場合、前記軸固定部８６６自体にねじ
山を形成させることが好ましい。
【０３５４】
　前記ウォータリングハウジングカバー８６０は、第２のウォータリングハウジング８４
０の直径より大きく形成される。上側から見たとき、前記ウォータリングハウジングカバ
ー８６０のみ露出し、第２のウォータリングハウジング８４０及び第１のウォータリング
ハウジング８２０は露出しない。
【０３５５】
　これにより、前記給水流路１０９に供給された水のうち、少なくとも一部は、前記ウォ
ータリングハウジングカバー８６０に落下し得る。前記ウォータリングハウジング８００
が回転される場合、前記ウォータリングハウジングカバー８６０に落下した水は、前記ウ
ォータリングハウジングカバー８６０表面から半径方向外側に噴射される。
【０３５６】
　回転されるウォータリングハウジングカバー８６０は、給水された水を回転方向に沿っ
て噴射させ、傘から水が落ちるような効果を実現できる。特に、前記ウォータリングハウ
ジングカバー８６０の円周方向に配置された複数個の突起８６１から水滴が剥離され得る
。
【０３５７】
　前記ウォータリングハウジングカバー８６０から回転方向に噴射される水等は、ビジュ
アルボディ２１０の内側面に当たり、レインビューを演出できる。
【０３５８】
　前記レインビューは、前記ビジュアルボディ２１０の内側面に結ばれた液滴等が雨粒が
流れ落ちるように現れる状況を意味する。
【０３５９】
　本実施形態において前記ウォータリンググルーブ８１０は、水槽３００の水を効果的に
揚水できる形態で設計される。本実施形態において前記ウォータリンググルーブ８１０は
、噴射口４１０より低く位置する。特に、前記ウォータリンググルーブ８１０は、第１の
噴射口４１１より低く形成される。
【０３６０】
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　前記ウォータリンググルーブ８１０は、水に対して水平方向回転力を垂直方向に切り換
える。前記ウォータリンググルーブ８１０が形成される場合、垂直方向に水がより効果的
に揚水され得る。
【０３６１】
　本実施形態において前記ウォータリンググルーブ８１０は、ウォータリングハウジング
８００の内側面に形成され、内側に向かって突出される。前記ウォータリンググルーブ８
１０は、上下方向に長く延びて形成される。本実施形態とは異なり、前記ウォータリング
グルーブ８１０は、ジグザグ形態で形成されることもできる。本実施形態では、第１のウ
ォータリングハウジング８２０を射出で製作するので、前記ウォータリンググルーブ８１
０を上下方向に配置して金型を容易に引き出すことができる。
【０３６２】
　図１８は、図７に示された吐出加湿媒体ハウジングの斜視図であり、図１９は、図１８
の下側から見た斜視図であり、図２０は、図１８の正面図であり、図２１は、図２０のＡ
－Ａに沿って切断された断面図であり、図２２は、図２１のＢが示された拡大図であり、
図２３は、図１８のＣが示された拡大図であり、図２４は、図１８の分解斜視図であり、
図２５は、図２４の下側から見た斜視図であり、図２６は、図２４の正面図であり、図２
７は、図２６のＥ－Ｅに沿って切断された断面図であり、図２８は、図２４のＤが示され
た拡大図であり、図２９は、図２７のＦが示された拡大図である。
【０３６３】
　図面を参照して吐出加湿媒体ハウジングについてより詳細に説明する。
【０３６４】
　本実施形態では、加湿媒体５０の中で吐出加湿媒体５５が設けられるハウジングを吐出
加湿媒体ハウジング１４００と定義する。
【０３６５】
　本実施形態において前記吐出加湿媒体ハウジング１４００は、吐出流路１０７上に配置
される。前記吐出加湿媒体ハウジング１４００は、トップカバーアセンブリ２３０に設け
られることができる。前記吐出加湿媒体ハウジング１４００は、トップカバーアセンブリ
２３０と一体に製作されることができる。
【０３６６】
　本実施形態において前記吐出加湿媒体ハウジング１４００は、トップカバーアセンブリ
２３０と別個の構造物で製作される。前記吐出加湿媒体ハウジング１４００は、トップカ
バーアセンブリ２３０の下側に配置される。前記吐出加湿媒体ハウジング１４００は、ト
ップカバーアセンブリ２３０に脱着可能に組み立てられることができる。本実施形態にお
いて前記吐出加湿媒体ハウジング１４００は、ビジュアルボディ２１０に据え置かれる。
【０３６７】
　前記トップカバーアセンブリ２３０は、給水流路１０９のうちの一部を形成し、後述す
る給水キャップ１４３０をユーザに露出させる。
【０３６８】
　前記吐出加湿媒体ハウジング１４００は、外側に空気が通過され、内側には水が通過さ
れ得る。空気は、下側から上側に通過され、水は、上側から下側に通過される。
【０３６９】
　前記吐出加湿媒体ハウジング１４００は、外側に空気が通過される吐出流路１０７を提
供し、内側に水が通過される給水流路１０９を提供する。
【０３７０】
　前記吐出加湿媒体ハウジング１４００は、アッパーハウジング１４１０、ロアハウジン
グ１４２０、及び給水キャップ１４３０を備える。前記アッパーハウジング１４１０及び
ロアハウジング１４２０間に前記吐出加湿媒体５５が配置される。
【０３７１】
　前記アッパーハウジング１４１０及びロアハウジング１４２０は、複数個の空隙が形成
される。
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【０３７２】
　前記アッパーハウジング１４１０は、全体的にドーナッツ状で形成される。
【０３７３】
　前記アッパーハウジング１４１０は、中央に配置されたアッパーインナーフレーム１４
１２と、前記アッパーインナーフレーム１４１２の中央に形成され、給水流路１０９を提
供するアッパーハウジング開口部１４１５と、前記アッパーインナーフレーム１４１２と
離間し、外郭に配置されるアッパーアウターフレーム１４１４と、前記アッパーインナー
フレーム１４１２及びアッパーアウターフレーム１４１４を連結させるアッパーメッシュ
フレーム１４１６とを備える。
【０３７４】
　前記ロアハウジング１４２０は、全体的にドーナッツ状で形成される。
【０３７５】
　前記ロアハウジング１４２０は、中央に配置されたロアインナーフレーム１４２２、前
記ロアインナーフレーム１４２２の中央に形成され、給水流路１０９を提供するロアハウ
ジング開口部１４２５と、前記ロアインナーフレーム１４２２と離間し、外郭に配置され
るロアアウターフレーム１４２４と、前記ロアインナーフレーム１４２２及びロアアウタ
ーフレーム１４２４を連結させるロアメッシュフレーム１４２６とを備える。
【０３７６】
　前記アッパーハウジング１４１０及びロアハウジング１４２０の形状は、互いに対応す
る。
【０３７７】
　前記アッパーハウジング開口部１４１５及びロアハウジング開口部１４２５は、互いに
連通される。
【０３７８】
　前記アッパーハウジング１４１０及びロアハウジング１４２０は、互いに組み立てられ
る。本実施形態において前記アッパーハウジング１４１０及びロアハウジング１４２０は
、嵌合される。このために、前記アッパーハウジング１４１０またはロアハウジング１４
２０のうち、いずれか１つには、嵌入突起１４１１、１４１３が形成され、他の１つには
嵌入溝１４２１、１４２３が形成される。
【０３７９】
　本実施形態において嵌入突起１４１１、１４１３は、アッパーハウジング１４１０に形
成され、嵌入溝１４２１は、ロアハウジング１４２０に形成される。前記嵌入突起は、ア
ッパーインナーフレーム１４１２及びアッパーアウターフレーム１４１４に各々形成され
る。前記嵌入溝は、ロアインナーフレーム１４２２及びロアアウターフレーム１４２４に
各々形成される。
【０３８０】
　前記給水キャップ１４３０は、前記アッパーハウジング１４１０またはロアハウジング
１４２０のうち、少なくともいずれか１つと結合されることができる。本実施形態におい
て前記給水キャップ１４３０は、ロアハウジング１４２０と分離可能に嵌合される。本実
施形態とは異なり、前記給水キャップ１４３０は、アッパーハウジング１４１０に分離可
能に設けられることもできる。
【０３８１】
　前記給水キャップ１４３０及びロアハウジング１４２０の分離可能な結合のために、結
合突起１４３７及び結合溝１４２７が形成される。
【０３８２】
　前記給水キャップ１４３０またはロアハウジング１４２０のうち、いずれか１つには、
結合突起１４３７が形成され、他の１つには、結合溝１４２７が形成される。本実施形態
では、給水キャップ１４３０に結合突起１４３７が形成され、ロアハウジング１４２０に
結合溝１４２７が形成される。
【０３８３】
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　前記結合突起１４３７及び結合溝１４２７は、水平方向に対して嵌合される。
【０３８４】
　前記結合突起１４３７は、給水キャップ１４３０の半径方向外側に突出されて形成され
る。前記結合溝１４２７は、ロアハウジング１４２０の中央側に開放されて形成される。
【０３８５】
　前記結合突起１４３７は、３個が等間隔に配置され、結合溝１４２７は、これに対応し
て形成される。また、前記結合溝１４２７には、前記結合突起１４３７と相互係止する結
合突起係止部１４２８が形成される。前記結合突起係止部１４２８は、ロアハウジング１
４２０の半径方向に対して相互係止する。
【０３８６】
　前記結合突起係止部１４２８は、ロアハウジング１４２０の半径方向内側に突出されて
形成されることができる。
【０３８７】
　ユーザは、前記給水キャップ１４３０をロアハウジング開口部１４２５に挿入した後、
時計方向に回転させて前記結合突起１４３７及び結合溝１４２７を結合させることができ
る。前記結合突起１４３７が前記結合溝１４２７に結合される過程で前記結合突起１４３
７が前記結合突起係止部１４２８を乗り越えながら「カチッ」という操作音及び操作感を
形成させる。
【０３８８】
　一方、前記吐出加湿媒体ハウジング１４００には、給水される水を一時保存し、保存さ
れた水を下側に排水する給水構造１４４０が形成される。
【０３８９】
　前記給水構造１４４０は、前記給水流路１０９上に配置され、水が一時保存されるリザ
ーバ（１４４１、ｒｅｓｅｒｖｏｉｒ）と、前記給水リザーバ１４４１から前記水槽３０
０に水を排水させる給水口１４４５とを備える。
【０３９０】
　前記リザーバ１４４１は、いずれか１つの構造物に形成されることもできる。本実施形
態では、複数個の構造物の結合によって前記給水リザーバ１４４１を形成させる。
【０３９１】
　前記給水リザーバ１４４１は、給水流路１０９上に配置されたアッパーハウジング１４
１０、ロアハウジング１４２０、給水キャップ１４３０のうち、少なくともいずれか１つ
に形成されることができる。前記リザーバ１４４１は、給水流路１０９上に配置されたア
ッパーハウジング１４１０、ロアハウジング１４２０、給水キャップ１４３０のうち、少
なくともいずれか１つとの結合によって形成されることができる。
【０３９２】
　本実施形態では、ロアハウジング１４２０及び給水キャップ１４３０の結合によって前
記給水リザーバ１４４１が形成される。
【０３９３】
　前記ロアハウジング１４２０は、リザーバベース１４４２及びリザーバウォール１４４
４を備える。
【０３９４】
　前記リザーバベース１４４２及びリザーバウォール１４４４は、ロアインナーフレーム
１４２２に形成される。
【０３９５】
　前記リザーバベース１４４２は、水平に配置され、吐出加湿媒体５５は、前記リザーバ
ベース１４４２の上側に位置する。前記リザーバベース１４４２とロアメッシュフレーム
１４２６とが連結される。
【０３９６】
　前記リザーバウォール１４４４は、前記リザーバベース１４４２から上側に突出されて
形成される。前記リザーバウォール１４４４の内側に前記ロアハウジング開口部１４２５



(39) JP 6835838 B2 2021.2.24

10

20

30

40

50

が配置され、外側に吐出加湿媒体５５が配置される。前記給水キャップ１４３０は、前記
リザーバウォール１４４４の内側に位置する。
　前記給水リザーバ１４４１は、リザーバウォール１４４４の内側、リザーバベース１４
４２の上側、及び給水キャップ１４３０の外側の間に形成される。
【０３９７】
　前記リザーバベース１４４２には、給水口１４４５、嵌入溝１４２３、結合溝１４２７
が形成される。前記給水口１４４５及び嵌入溝１４２３は、リザーバウォール１４４４の
内側に配置され、結合溝１４２７は、リザーバウォール１４４４の外側に配置される。
【０３９８】
　前記給水口１４４５は、スリット形態で形成される。前記給水口１４４５は、上下方向
に開口して形成される。前記給水口１４４５は、平面から見たとき、円弧形状に形成され
る。前記給水口１４４５は、前記リザーバウォール１４４４の内側境界に沿って形成され
る。
【０３９９】
　前記給水口１４４５を形成するスリットの幅は、０．７～０．８ｍｍに形成され、長さ
は制限がない。
【０４００】
　前記給水口１４４５は、上下方向断面から見たとき、上側断面が広く、下側断面が狭く
形成される。前記給水口１４４５の断面は、上下方向から見たとき、下方が尖ったホッパ
ー形状に形成される。
【０４０１】
　前記給水口１４４５は、このような断面形状を介して空気の流動を遮断し、水は、下側
に排水されるようにすることができる。
【０４０２】
　加湿清浄装置が作動されるとき、空気は、加湿流路１０６から吐出流路１０７に流動す
るところ、前記給水口１４４５を介しても一部吐出されることができる。しかし、前記給
水リザーバ１４４１に水が保存されれば、前記給水口１４４５を介して空気が吐出されな
い。前記給水リザーバ１４４１に保存された水の自重が空気の圧力より大きいためである
。
【０４０３】
　前記給水口１４４５の断面を広く形成する場合、空気が吐出され得るし、この過程で給
水リザーバ１４４１に保存された水が上側に飛び散るという問題点が生じる。
【０４０４】
　本実施形態に係る給水構造１４４０は、加湿清浄装置が作動されるとき、給水をしても
給水リザーバ１４４１で水が給水反対方向に飛び散ることを防止できる。
【０４０５】
　前記給水リザーバ１４４１の容量を調節して、給水口１４４５から空気が吐出されるこ
とを防止できる。例えば、給水口１４４５を介して吐出可能な風圧より給水リザーバ１４
４１に保存された水の自重による圧力がより大きいように製作することができる。
【０４０６】
　合わせて、スリット形態で製作された前記給水口１４４５の幅を狭く形成する場合、抵
抗により空気が前記吐出加湿媒体５５に流動するようにすることができる。前記吐出加湿
媒体５５の空隙が給水口１４４５の断面積より大きい場合、空気は、抵抗が小さい吐出加
湿媒体５５の方に流動する。それに対し、前記給水リザーバ１４４１に水が保存される場
合、自重により水は給水口１４４５を介して排水される。
【０４０７】
　このように、様々な方法により前記給水口１４４５を介して空気が吐出されることを防
止できる。
【０４０８】
　ユーザが給水キャップ１４３０の上に水を供給すれば、供給された水は、給水リザーバ
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１４４１に一時保存される。前記給水リザーバ１４４１に保存された水は、給水口１４４
５を介して下側に排水される。前記給水リザーバ１４４１の水は、リザーバベース１４４
２に形成された結合溝１４２７を介しても排水されることができる。前記給水リザーバ１
４４１の水は、ロアハウジング開口部１４２５を介しても排水されることができる。
【０４０９】
　前記給水リザーバ１４４１の容量より多い水が供給される場合、リザーバウォール１４
４４を越えて外へ溢れることができる。前記リザーバウォール１４４４の外へ水が溢れて
も、給水された水は、ビジュアルボディ２１０に落下したり、流れ落ちる。前記ビジュア
ルボディ２１０に沿って流れ落ちた水も前記水槽３００の内部に案内される。
【０４１０】
　本実施形態に係る加湿清浄装置は、作動と関係なく、水槽３００に水を供給できるとい
う長所がある。
【０４１１】
　本実施形態では、トップカバーアセンブリ２３０の下側に吐出加湿媒体ハウジング１４
００が配置されたが、本実施形態とは異なり、トップカバーアセンブリ２３０の構成無し
でも加湿清浄装置を構成できる。すなわち、給水キャップ１４３０が配置された吐出加湿
媒体ハウジング１４００が外部に露出し、前記給水キャップ１４３０に水を注いで上部給
水を実現できる。
【０４１２】
　以下、上部給水の際、水の流動についてより詳細に説明する。
【０４１３】
　上部給水された水は、前記トップカバーアセンブリ２３０を通過して下方に落下する。
【０４１４】
　本実施形態において前記トップカバーアセンブリ２３０から落下した水は、水槽３００
の水面にすぐ落下せず、少なくとも一部が前記ウォータリングハウジング８００の上部に
落下する。
【０４１５】
　前記加湿清浄装置が加湿モードで作動中である場合（ウォータリングハウジングが回転
される場合）、上部給水された水は、前記ウォータリングハウジング８００に落ちた後、
飛散しつつレインビューを形成する。
【０４１６】
　前記加湿清浄装置が停止中である場合または清浄モードで作動中である場合（ウォータ
リングハウジングが停止された場合）、上部給水された水は、ウォータリングハウジング
８００に乗って水槽３００に流動する。
【０４１７】
　すなわち、加湿清浄装置の作動と関係なく、上部給水された水が水槽３００の水面に直
接落下することを最小化させることができ、これを介して落水騷音を最小化させることが
できる。
【０４１８】
　水の特性上、上部給水された水の中で、吐出加湿媒体ハウジング１４００の底面に沿っ
て流れる水は、水面に直接落下することができる。しかし、これは少量であるため、全体
騷音に比べて一部のみを形成する。特に、吐出加湿媒体ハウジング１４００の底面に結ば
れた水が、ある程度水が落下した後には加湿流路１０６の空気流動により吐出加湿媒体５
５に吸収されることができる。
【０４１９】
　前記上部給水された水は、ウォータリングハウジング８００のウォータリングハウジン
グカバー８６０に落下する。
【０４２０】
　前記ウォータリングハウジングカバー８６０に上部給水された水が落下し得るように、
給水口１４４５などが形成する直径に比べてウォータリングハウジングカバー８６０の直
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径がより大きく形成される。
【０４２１】
　前記給水口１４４５の下側に前記ウォータリングハウジングカバー８６０が配置される
。また、前記アッパーハウジング開口部１４１５及びロアハウジング開口部１４２５の下
側に前記ウォータリングハウジングカバー８６０が配置される。
【０４２２】
　すなわち、上部給水を介して供給されるほとんどの水は、ウォータリングハウジングカ
バー８６０に落下する。
【０４２３】
　前記ウォータリングハウジング８００が回転中である場合、上部給水された水は、ウォ
ータリングハウジングカバー８６０から半径方向外側に飛散する。上部給水された水を効
果的に飛散させるために、ウォータリングハウジングカバー８６０に突起８６１が形成さ
れる。前記突起８６１は、ウォータリングハウジングカバー８６０の縁に沿って複数個が
配置される。前記突起８６１は、ウォータリングハウジングカバー８６０の半径方向外側
に突出される。
【０４２４】
　前記ウォータリングハウジング８００の回転の際、上部給水された水は、前記突起８６
１から液滴に分離される。
【０４２５】
　前記突起８６１から分離された液滴は、ビジュアルボディ２１０の内側面に当たる。こ
のために、前記ウォータリングハウジングカバー８６０は、前記ビジュアルボディ２１０
の少なくとも一部と同一水平線上に配置されることが好ましい。飛散する液滴が重力によ
り落下することを考慮するとき、前記ビジュアルボディ２１０の中間高さに位置すること
が好ましい。
【０４２６】
　前記突起８６１は、第２の噴射口４１２、４１３より高く位置する。
【０４２７】
　前記突起８６１から飛散した液滴によりレインビューが演出される。上部給水の際に形
成されるレインビューを介してユーザは、給水が正常になされていることを確認できる。
上部給水は、レインビューのような視覚的な効果だけでなく、飛散した液滴がビジュアル
ボディ２１０に当たって発生される音を介しても確認することができる。
【０４２８】
　上部給水の際に発生されるレインビューサウンドは、噴射口４１０を介してのサウンド
とは差がある。上部給水の際に発生されたレインビューサウンドは、揚水を介して発生さ
れたレインビューサウンドより大きく形成され、不規則に形成される。
【０４２９】
　一方、上部給水の際、前記ウォータリングハウジングカバー８６０では、様々な大きさ
の液滴等が飛散する。
【０４３０】
　大きい液滴の場合、自重により突起８６１からビジュアルボディ２１０の内側に飛んで
いく。大きい液滴の場合、自重により比較的一定の軌跡Ｓ１を形成する。
【０４３１】
　前記軌跡Ｓ１は、噴射口４１０から噴射される水の軌跡Ｓ３と相違する。
【０４３２】
　前記第２の噴射口４１２、４１３から噴射された水の軌跡Ｓ３は、突起８６１から飛散
した軌跡Ｓ１と相違する。前記Ｓ１軌跡がＳ３軌跡より高く形成される。
【０４３３】
　小さい液滴の場合、自重による影響よりは、加湿流路１０６に形成された空気流動によ
り大きい影響を受ける。
【０４３４】
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　これにより、小さい液滴の場合、加湿流路１０６内で浮遊されることができる。送風フ
ァン２４の風圧及び重力の影響を同時に受けるので、軌跡が不規則でありうる。
【０４３５】
　小さい液滴の場合、加湿流路１０６で浮遊し、ウォータリングハウジング８００の近傍
で引っ張られる現象を演出する。
【０４３６】
　前記ウォータリングハウジング８００のウォータリング羽根８５０は、浮遊される液滴
を引っ張ることができる。前記ウォータリング羽根８５０による空気流動は、浮遊または
飛散した液滴等をウォータリングハウジング８００表面側に引っ張る。
【０４３７】
　前記ウォータリング羽根８５０は、ウォータリングハウジングカバー８６０から飛散す
る液滴等を引張って水膜Ｓ２を形成させることができる。上部給水の際、ウォータリング
ハウジング８００の周りで発生される水膜は、上部給水される水の量によってそれぞれ異
なるように表れることができる。
【０４３８】
　ただし、前記水膜は、前記ウォータリングハウジング８００を基準に対称して形成され
る特徴がある。
【０４３９】
　図３０は、噴射口を介しての噴射ラインが表示された例示図であり、図３１は、エアー
ウォッシュモジュールの空気流動が示された例示図であり、図３２は、第２－１の噴射口
を介して噴射された水の軌跡が示された例示図であり、図３３は、第２－２の噴射口を介
して噴射された水の軌跡が示された例示図であり、図３４は、上部給水の際、ウォータリ
ングハウジングによる水の軌跡が示された例示図であり、図３５は、上部給水の際、ウォ
ータリング羽根による水の軌跡が示された例示図である。
【０４４０】
　前記エアーウォッシュモジュール２００で演出されるレインビューについてより詳細に
説明する。前記レインビューは、種々の方法で演出することができる。
【０４４１】
　第１に、噴射口から噴射される水を用いてビジュアルボディ内部にレインビューを演出
できる。
【０４４２】
　第２に、上部給水の際、給水される水を用いてビジュアルボディ内部にレインビューを
演出できる。
【０４４３】
　レインビューは、窓の外に雨が降るような効果を意味する。レインビューは、雨水が結
ばれた効果を意味する。本実施形態では、ビジュアルボディ２１０内部に雨が降るような
効果または雨が結ばれた効果が演出される。
【０４４４】
　前記レインビューが演出されるとき、様々な大きさの液滴等が形成される。前記ウォー
タリング羽根８５０、第１の噴射口４１１、第２－１の噴射口４１２、第２－２の噴射口
４１３、ウォータリングハウジングカバー８６０、突起８６１、及び送風ファン２４の空
気流動は、液滴等を生成するためのレインビュー演出手段である。
【０４４５】
　前記第１の噴射口４１１、第２－１の噴射口４１２、及び第２－２の噴射口４１３は、
ウォータリングユニット４００で揚水された水を噴射するときに使用される。前記第１の
噴射口４１１、第２－１の噴射口４１２、第２－２の噴射口４１３から噴射された水によ
りレインビューが演出される。
【０４４６】
　前記ウォータリングハウジングカバー８６０または突起８６１は、上部給水の際、落下
する水を飛散させてレインビューを演出する。
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【０４４７】
　前記送風ファン２４による風圧または風量は、噴射または飛散した液滴を一層小さい大
きさに粉砕することができる。送風ユニット２０により流動した空気は、水槽加湿媒体５
１を通過しながら液滴等を一層微細化させることができる。
【０４４８】
　前記送風ユニット２０により流動した空気は、加湿流路１０６から落下する空気を微細
化させることができる。送風ユニット２０による空気は、重力反対方向に移動されるので
、自重により落下する空気と落下する液滴とが当たって微細化されることができる。
【０４４９】
　上述したレインビュー演出手段により生成された液滴等は、加湿流路１０６で流動した
り浮遊されることができる。前記加湿流路１０６の液滴等は、流動する空気を加湿でき、
ビジュアルボディ２１０の内側面に水滴形態で結ばれることができる。
【０４５０】
　前記ビジュアルボディ２１０の内側面に結ばれた水滴は、ビジュアルボディ２１０の内
側面の傾斜に沿って移動されることができる。
【０４５１】
　前記ビジュアルボディ２１０は、水槽３００に向かって傾斜して形成される。前記ビジ
ュアルボディ２１０は、上側の広く、下側が狭く形成される。これにより、ビジュアルボ
ディ２１０に沿って流れる液滴の滞留時間を延長でき、これを介してレインビュー演出時
間を延長できる。また、ビジュアルボディ２１０の傾斜を介して結ばれた液滴が下側に流
れ落ちることを抑制できる。液滴の表面張力により液滴は、ビジュアルボディ２１０に結
ばれた状態で維持されることができる。また、送風ユニット２０の空気流動は、液滴が下
側に流れ落ちることを抑制できる。
【０４５２】
　また、前記ビジュアルボディ２１０の内側面に撥水コーティングが形成され得る。前記
撥水コーティングが形成される場合、液滴が広く広がることを防止でき、液滴の形状をよ
り丸く形成させることができる。
【０４５３】
　前記ビジュアルボディ２１０に水が結ばれる場合、ビジュアルボディ２１０に結ばれた
水がディスプレイモジュール１６０の表面に投影されたり、反射されることができる。前
記ビジュアルボディ２１０で結ばれた水が流れ落ちる場合、前記ディスプレイモジュール
１６０にも同じ効果が表れる。
【０４５４】
　前記ビジュアルボディ２１０において実際液滴は、傾斜に沿って上側から下側に、外側
から内側に移動される。前記ディスプレイモジュール１６０の表面で反射された液滴は、
ディスプレイ傾斜と反対に下側から上側に、外側から内側に移動される。
【０４５５】
　これにより、ビジュアルボディ２１０及びディスプレイモジュール１６０が会う境界で
実際液滴と反射された液滴とが合わせられる現象が演出される。このような演出は、ユー
ザにレインビューをより効果的に認知させることができる。
【０４５６】
　前記レインビューが演出されるとき、エアーウォッシュモジュール２００の周りの空気
流動についてより詳細に説明すれば、次のとおりである。
【０４５７】
　まず、水槽３００外で流動する空気は、連結流路１０３を介してエアーウォッシュ流入
口３１に案内される。前記連結流路１０３を介して流動する空気の流れをアウターメイン
ストリームＯＳと定義する。前記アウターメインストリームＯＳは、連結流路１０３での
空気流動であり、水槽３００外の空気の主な流動方向を意味する。
【０４５８】
　前記水槽３００の中から吐出口（２３１、本実施形態では、グリル吐出口）に向かって
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流動する空気の流れをインナーメインストリームＩＳと定義する。前記インナーメインス
トリームＩＳは、加湿流路１０６内での空気流動であり、水槽３００内の空気の主な流動
方向を意味する。
【０４５９】
　前記アウターメインストリームＯＳは、下側から上側に形成される。前記インナーメイ
ンストリームＩＳも下側から上側に形成される。前記アウターメインストリームＯＳ及び
インナーメインストリームＩＳの方向は、同じように形成される。前記アウターメインス
トリームＯＳ及びインナーメインストリームＩＳを同じ方向に形成させることにより、空
気の流動抵抗を最小化させることができる。
【０４６０】
　前記アウターメインストリームＯＳ及びインナーメインストリームＩＳ間に前記エアー
ウォッシュ流入口３１が配置され、前記エアーウォッシュ流入口３１は、前記アウターメ
インストリームＯＳ及びインナーメインストリームＩＳを連結する。
【０４６１】
　前記アウターメインストリームＯＳがエアーウォッシュ流入口３１を通過するとき、空
気の流動方向が変更される。前記エアーウォッシュ流入口３１を通過する空気の流れをコ
ネクトストリームＣＳと定義する。前記コネクトストリームＣＳは、水槽３００外から水
槽３００内に流動する空気の主な流動方向を意味する。
【０４６２】
　前記インナーメインストリームＩＳが吐出流路１０７を通過するとき、空気の流動方向
が変更される。前記吐出流路１０７を通過する空気の流れを吐出ストリームＤＳと定義す
る。前記吐出ストリームＤＳは、水槽３００内からトップカバーアセンブリ２３０外に流
動する空気の主な流動方向を意味する。
【０４６３】
　前記コネクトストリームＣＳは、前記アウターメインストリームＯＳ及びインナーメイ
ンストリームＩＳに対して各々夾角を形成する。
【０４６４】
　前記アウターメインストリームＯＳ及びインナーメインストリームＩＳは、下側から上
側に流動する。前記アウターメインストリームＯＳ及びインナーメインストリームＩＳは
、重力反対方向に流動する。
【０４６５】
　前記コネクトストリームＣＳは、水槽３００外から内側に流動する。前記コネクトスト
リームＣＳは、前記アウターメインストリームＯＳの流動方向に対して０度～９０度以下
の夾角ａを形成する。また、前記コネクトストリームＣＳは、前記インナーメインストリ
ームＩＳの流動方向に対して９０度以上１８０度以下の夾角ｂを形成する。
【０４６６】
　前記吐出ストリームＤＳは、水槽３００内から外側に流動する。前記吐出ストリームＤ
Ｓは、水槽３００の上側に向かい、半径方向外側に傾斜して形成される。
【０４６７】
　前記吐出ストリームＤＳは、前記インナーメインストリームＩＳの流動方向に対して９
０度以上１８０度以下の夾角ｃを形成する。
【０４６８】
　前記夾角ａ、ｂ、ｃ等は、直線に近く形成させることにより、空気の流動抵抗を最小化
できる。
【０４６９】
　特に、前記コネクトストリームＣＳは、エアーウォッシュ流入口３１を通過するとき、
水槽加湿媒体５１を貫通する。前記水槽加湿媒体５１を貫通するとき、コネクトストリー
ムを形成する空気に加湿が提供される。
【０４７０】
　また、前記吐出ストリームＤＳは、吐出流路１０７を通過するとき、吐出加湿媒体５５
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を貫通する。前記吐出加湿媒体５５を貫通するとき、前記吐出ストリームを形成する空気
に加湿が提供される。
【０４７１】
　前記インナーメインストリームＩＳは、噴射口４１１、４１２、４１３等から噴射され
た水の軌跡と交差する。前記インナーメインストリームＩＳと前記噴射された水との軌跡
は、直交することができる。
【０４７２】
　前記インナーメインストリームＩＳは、ウォータリングハウジングカバー８６０から飛
散した水の軌跡とも交差する。前記インナーメインストリームＩＳと飛散した水との軌跡
は、直交することができる。
【０４７３】
　前記インナーメインストリームＩＳは、ウォータリング羽根８５０から飛散した水の軌
跡とも交差する。
【０４７４】
　前記インナーメインストリームＩＳとレインビューを演出する各軌跡等が交差するので
、加湿された空気を効果的にワッシングすることができる。前記水の軌跡等とインナーメ
インストリームＩＳとが同じ方向に配置される場合、加湿空気のワッシングが効果的に実
現されない。
【０４７５】
　特に、ビジュアルボディ２１０に当たった後、微細化された液滴等は、重力方向に落下
し、前記インナーメインストリームＩＳは、重力反対方向に移動されるので、加湿空気を
より効果的にワッシングすることができる。前記ワッシング過程で追加的な加湿がなされ
ることもできる。
【０４７６】
　また、微細化された液滴等が前記インナーメインストリームＩＳにより浮遊されるので
、ビジュアルボディ２１０の高さで微細化された液滴等の滞留時間を増加させることがで
きる。
【０４７７】
　前記エアーウォッシュモジュール２００の構成を位置として区分するとき、前記エアー
ウォッシュモジュール２００の下部には水が保存され、前記水を循環させるための構成が
配置される。
【０４７８】
　これにより、エアーウォッシュモジュール２００の下部にウォータリングハウジング８
００が結合され、前記ウォータリングハウジング８００に回転力を伝達するための動力伝
達モジュール６００が配置される。
【０４７９】
　前記エアーウォッシュモジュール２００の中部には加湿のための構成が配置される。こ
れにより、前記エアーウォッシュモジュール２００の中部にはエアーウォッシュ流入口３
１、水槽加湿媒体５１が配置される。
【０４８０】
　前記エアーウォッシュモジュール２００の上部には、レインビューのための構成及び吐
出／給水のための構成が配置される。これにより、前記エアーウォッシュモジュール２０
０の上部には、レインビューを演出できる噴射口４１２、４１３、ビジュアルボディ２１
０、ウォータリングハウジングカバー８６０などが配置される。特に、前記エアーウォッ
シュモジュール２００の上部で演出されたレインビューを介して、空気が吐出される前に
加湿空気を再度ワッシングすることができる。
【０４８１】
　また、前記エアーウォッシュモジュール２００の上部には、空気吐出及び上部給水のた
めのトップカバーアセンブリ２３０が配置される。
【０４８２】
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　これにより、前記エアーウォッシュモジュール２００の下部では、保存された水をウォ
ータリングし、中部では、ウォータリングされた水を用いて加湿を提供し、上部では、ウ
ォータリングされた水のうちの一部を用いてレインビューを演出し、加湿空気をワッシン
グすることができる。
【０４８３】
　すなわち、ウォータリング構成の上側に加湿構成を配置し、加湿構成の上側にレインビ
ュー構成を配置し、レインビュー構成の上側に上部給水構成を配置することにより、エア
ーウォッシュモジュール２００の各機能が効率的に機能することができる。
【０４８４】
　ウォータリング－加湿－レインビュー－上部給水の順次配置または積層構造を介してエ
アーウォッシュモジュール２００の各機能が効率的に作動される。
【０４８５】
　以上では、本発明の好ましい実施形態について図示し説明したが、本発明は、上述した
特定の実施形態に限定されず、特許請求の範囲で請求する本発明の要旨を逸脱せず、当該
発明の属する技術分野における通常の知識を有する者により様々な変形実施が可能である
ことはもちろんであり、このような変形実施等は、本発明の技術的思想や展望から個別的
に理解されてはならないであろう。

【図１】 【図２】
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